
広島大学学術情報リポジトリ
Hiroshima University Institutional Repository

Title
戦後初期、東北における中国共産党の宣伝戦略の展開 : 反ソ愛国
運動前後における『東北日報』の報道を中心に

Author(s)
紀, 勇振

Citation
史学研究 , 302 : 26 - 48

Issue Date
2019-04-19

DOI

Self DOI

URL
https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00055649

Right

Relation

https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00055649


（（

問
題
の
所
在

　
一
九
四
五
年
八
月
九
日
、
ソ
連
は
同
盟
国
の
要
請
に
よ
っ
て
満
洲

(

中
国
東
北
部)

へ
出
兵
し
、
日
本
の
関
東
軍
を
武
装
解
除
し
て
満
洲

を
占
領
し
た
。
そ
の
後
、
東
北
に
お
け
る
国
共
両
党
と
米
ソ
両
国
の
対

立
が
深
刻
化
し
て
い
っ
た
。
牛
軍
氏
、
沈
志
華
氏
、
楊
奎
松
氏
ら
は
、

ソ
連
崩
壊
の
直
後
に
公
開
さ
れ
た
膨
大
な
旧
ソ
連
文
書
を
利
用
し
て
、

政
治
、
外
交
お
よ
び
軍
事
な
ど
様
々
な
視
点
か
ら
、
戦
後
の
東
北
を
め

ぐ
る
諸
勢
力
の
関
係
の
変
遷
と
政
治
情
勢
の
確
定
の
過
程
を
詳
し
く
論

じ
た（

1
（

。
丸
山
鋼
二
氏
は
、
東
北
に
お
け
る
中
国
共
産
党
（
中
共
）
の
軍

事
力
の
構
築
と
地
方
政
権
の
樹
立
に
関
し
て
、
中
共
と
ソ
連
軍
の
間
の

暗
黙
の
協
力
と
公
然
の
支
援
に
よ
る
武
器
援
助
と
い
う
問
題
に
つ
い
て

検
討
し
た（

（
（

。
飯
塚
靖
氏
は
、
中
共
が
内
戦
に
勝
利
し
た
重
要
な
要
因
の

一
つ
と
し
て
、
中
共
が
東
北
に
お
い
て
ソ
連
占
領
軍
の
承
認
や
黙
認
に

よ
っ
て
、
旧
関
東
軍
お
よ
び
満
洲
国
の
兵
器
工
場
を
接
収
し
利
用
で
き

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た（

（
（

。
以
上
の
研
究
は
、
政
治
、
外
交
お
よ
び
軍

事
の
諸
方
面
か
ら
戦
後
の
東
北
に
お
け
る
諸
勢
力
の
関
係
の
変
遷
過
程

を
詳
し
く
描
い
た
が
、
中
共
が
重
視
す
る
「
第
四
戦
線（

（
（

」
で
あ
る
「
宣

伝
戦
線
」
に
は
注
目
し
て
い
な
い
。

　
革
命
戦
争
に
お
い
て
、「
一
枚
の
ビ
ラ
の
効
力
は
十
万
の
銃
砲
よ
り

強
い（

（
（

」
と
認
識
し
て
い
た
中
共
に
と
っ
て
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
政
権
を

獲
得
す
る
過
程
で
重
要
な
役
割
を
果
し
た
と
い
え
る（

（
（

。
こ
の
時
期
の
中

共
な
ど
諸
政
治
勢
力
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
研
究
に
関
し
て
は
、
以
下
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
余
敏
玲
氏
は
蔣
介
石
の
イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
分
析
を
通
じ
て
、
国
共
内
戦
期
に
お
け
る
国
共
双
方
の

宣
伝
闘
争
を
検
討
し
た（

（
（

。
ま
た
、
中
共
が
一
九
五
○
年
代
の
中
ソ
友
好

協
会
の
様
々
な
活
動
や
政
治
工
作
を
通
じ
て
、
中
国
民
衆
の
ソ
連
に
対

す
る
無
知
や
不
満
を
、
理
解
と
敬
服
へ
と
変
化
さ
せ
た
こ
と
を
指
摘
し

戦
後
初
期
、
東
北
に
お
け
る
中
国
共
産
党
の
宣
伝
戦
略
の
展
開

―
反
ソ
愛
国
運
動
前
後
に
お
け
る
『
東
北
日
報
』
の
報
道
を
中
心
に

―

紀

　
　
　
　
　勇

　
　振

※
論
文
末
に
は
、
必
ず
所
属
が
入
り
ま
す
。（
原
稿
に
無
い
場
合
は
（
●
所
属
●
●
）
を
入
れ
て
、
所
属
を
記
入
し
て
も
ら
う
よ
う
メ
モ
を
付
け
て
校
正
出
し
）

※
論
文
要
旨
は
、
巻
末
に
ま
と
め
て
入
る
り
ま
す
。
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（（

た（
（
（

。
鄭
成
氏
は
『
実
話
報
』
と
『
大
連
日
報
』
の
記
事
を
比
較
し
て
、

旅
大
地
区
の
行
政
運
営
、
経
済
活
動
、
対
外
宣
伝
に
つ
い
て
分
析
し
、

中
共
と
ソ
連
軍
占
領
当
局
と
の
間
に
居
民
住
宅
や
経
済
政
策
を
巡
る
衝

突
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
し
た（

（
（

。
し
か
し
、
そ
の
分
析
は
、
特
別
地

域
と
し
て
の
旅
大
地
区
に
留
ま
り
、
そ
れ
以
外
の
東
北
地
区
に
お
け
る

ソ
連
と
中
共
と
の
協
力
関
係
お
よ
び
矛
盾
に
言
及
し
て
い
な
い
。
梅
村

卓
氏
は
、
東
北
地
域
に
お
い
て
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
機
構
を
接
収
し
た
中

共
が
、
対
内
、
対
外
的
な
メ
デ
ィ
ア
を
積
極
的
に
利
用
し
、
統
治
の
確

立
に
努
め
、
内
戦
の
勝
利
の
た
め
に
動
員
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た（

（1
（

。
ま

た
、
中
共
が
李
兆
麟
殺
害
事
件
を
政
治
問
題
化
し
、
拡
大
化
す
る
こ
と

に
よ
り
、
国
民
党
お
よ
び
国
民
政
府
の
宣
伝
に
反
撃
し
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る（

（（
（

。
東
北
抗
日
聯
軍
に
よ
る
抗
日
の
功
績
を
中
共
の
統
治

の
正
当
性
に
位
置
付
け
る
宣
伝
に
つ
い
て
の
指
摘
な
ど
、
梅
村
氏
に
よ

る
李
兆
麟
殺
害
事
件
を
巡
る
中
共
の
宣
伝
戦
略
の
分
析
は
示
唆
に
富

む
。
小
論
は
、
梅
村
氏
の
成
果
に
も
学
び
つ
つ
、
ソ
連
イ
メ
ー
ジ
に
つ

い
て
の
宣
伝
が
中
共
の
宣
伝
戦
略
の
中
に
い
か
に
位
置
付
け
ら
れ
る
か

と
い
う
問
題
に
着
目
し
て
、
戦
後
初
期
か
ら
李
兆
麟
殺
害
事
件
に
い
た

る
ま
で
の
中
共
の
宣
伝
戦
略
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
こ
の
作
業
に

よ
っ
て
、
中
共
の
政
権
の
正
当
性
の
主
張
に
関
わ
る
宣
伝
戦
略
の
転
換

の
過
程
が
よ
り
鮮
明
に
な
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
中
共
が
主
張
す
る
東

北
抗
日
聯
軍
の
「
抗
日
の
歴
史
」
が
、
内
戦
当
時
の
中
共
の
政
治
的
必

要
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
性
格
が
強
い
も
の
で
あ
る

こ
と
も
、
宣
伝
戦
略
の
転
換
過
程
を
分
析
す
る
中
で
明
ら
か
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

　
ソ
連
占
領
期
間
（
一
九
四
五
年
八
月
―
一
九
四
六
年
五
月
）
の
東
北

に
お
い
て
、
ソ
連
軍
兵
士
に
よ
る
掠
奪
、
暗
殺
、
性
暴
行
お
よ
び
暴
力

事
件
な
ど
の
行
為
は
、
東
北
民
衆
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
ソ
連
に

対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
悪
化
さ
せ
た
。
反
ソ
的
な
民
族
感
情
が
東
北
に
長

期
的
に
継
続
し
て
お
り
、
一
部
の
世
論
は
中
共
を
ソ
連
の
手
先
と
認
識

し
た
た
め
に
中
共
に
対
し
て
も
反
感
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た（

（1
（

。
特
に

一
九
四
六
年
二
、三
月
に
は
、
中
国
全
土
に
お
い
て
、
青
年
学
生
お
よ

び
社
会
各
界
に
よ
る
民
族
的
愛
国
主
義
の
精
神
に
基
づ
く
「
反
ソ
愛
国

運
動
」
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（1
（

。
こ
の
運
動
に
お
い
て
、
全
国

の
世
論
は
ソ
連
軍
の
撤
退
延
長
、
経
済
協
力
の
強
要
な
ど
を
批
判
し
た

他
、
国
民
政
府
に
よ
る
接
収
を
阻
止
し
て
東
北
に
武
装
割
拠
す
る
中
共

に
対
し
て
も
激
し
く
批
判
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
大
衆
路
線
の

下
、
民
衆
の
動
員
を
通
じ
て
自
身
の
勢
力
の
拡
大
お
よ
び
東
北
根
拠
地

の
樹
立
を
意
図
す
る
中
共
に
と
っ
て
非
常
に
不
利
で
あ
っ
た
。そ
し
て
、

東
北
に
お
け
る
権
力
基
盤
の
確
立
の
た
め
に
、
ソ
連
と
の
協
力
が
不
可

欠
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
中
共
は
、
ソ
連
イ
メ
ー
ジ
の
問
題
に
注
意

せ
ざ
る
を
え
ず
、
中
共
占
領
区
に
お
い
て
対
ソ
友
好
の
社
会
的
雰
囲
気

を
作
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
確
か
に
、
中
共
組
織
が
合
法
化
さ
れ
た
の
に
と
も
な
い
、
民
間
の
各

種
友
好
団
体
が
多
く
樹
立
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
共
系
の
組
織
が
東

北
の
民
衆
に
対
し
て
政
治
工
作
を
行
い
、
民
衆
の
ソ
連
お
よ
び
ソ
連
軍

に
対
す
る
感
情
は
一
九
四
六
年
二
月
頃
に
は
、
友
好
的
に
な
り
つ
つ

あ
っ
た（

（1
（

。
し
か
し
、中
共
の
宣
伝
機
関
は
民
族
意
識
の
強
い
民
衆（

（1
（

に「
な

ぜ
ソ
連
軍
が
東
北
か
ら
撤
退
し
な
い
の
か
」、「
な
ぜ
ソ
連
と
協
力
し
な
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（
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に
と
も
な
い
、
民
間
の
各

種
友
好
団
体
が
多
く
樹
立
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
共
系
の
組
織
が
東

北
の
民
衆
に
対
し
て
政
治
工
作
を
行
い
、
民
衆
の
ソ
連
お
よ
び
ソ
連
軍

に
対
す
る
感
情
は
一
九
四
六
年
二
月
頃
に
は
、
友
好
的
に
な
り
つ
つ

あ
っ
た（

（1
（

。
し
か
し
、中
共
の
宣
伝
機
関
は
民
族
意
識
の
強
い
民
衆（

（1
（

に「
な

ぜ
ソ
連
軍
が
東
北
か
ら
撤
退
し
な
い
の
か
」、「
な
ぜ
ソ
連
と
協
力
し
な
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（（

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
東
北
に
お
け
る
中
共
と
ソ
連
の
間
の
共
通
利
害

に
よ
る
協
力
関
係
が
世
論
の
批
判
を
招
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
中
共
は

東
北
に
お
け
る
支
配
の
正
当
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
東
北
社
会
の
世

論
の
支
持
と
理
解
を
獲
得
す
る
必
要
性
が
生
じ
た
。
中
共
の
宣
伝
機
関

は
、
党
の
指
導
政
策
の
調
整
に
応
じ
て
ど
の
よ
う
に
宣
伝
方
針
を
転
換

さ
せ
て
い
っ
た
の
か
。
本
論
で
は
、
中
共
東
北
局
機
関
紙
で
あ
る
『
東

北
日
報
』
に
お
け
る
反
ソ
愛
国
運
動
前
後
の
報
道
の
分
析
を
中
心
と
し

な
が
ら
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

　
中
共
東
北
局
の
機
関
紙
で
あ
る
『
東
北
日
報
』
は
、
一
九
四
五
年

一
一
月
一
日
に
瀋
陽
で
創
刊
さ
れ
た
が
、東
北
日
報
社
の
安
全
を
守
り
、

か
つ
中
ソ
友
好
同
盟
条
約
に
お
い
て
規
定
さ
れ
た
、
国
民
政
府
を
正
統

政
府
と
し
て
承
認
す
る
と
い
う
ソ
連
軍
の
外
交
上
の
立
場
に
配
慮
し
て

国
民
政
府
軍
（
国
府
軍
）
が
山
海
関
に
進
攻
す
る
ま
で
発
行
地
を
山
海

関
と
し
、
発
行
者
も
東
北
日
報
社
と
の
み
記
し
て
い
た
。
最
初
の
発
刊

部
数
は
数
千
部
で
あ
り
、
最
大
で
二
○
万
部
に
達
し
た
。『
東
北
日
報
』

は
発
刊
当
初
、
主
に
東
北
の
中
共
軍
に
無
償
で
配
布
さ
れ
た
が
、
一
部

民
間
に
販
売
さ
れ
た
。
そ
の
影
響
範
囲
は
発
行
地
と
そ
の
周
り
の
市
村

で
あ
っ
た
。
東
北
に
お
け
る
内
戦
の
進
展
に
よ
り
、
東
北
日
報
社
は
東

北
局
と
と
も
に
瀋
陽
、
本
渓
（
一
九
四
五
年
一
一
月
二
三
日
か
ら

一
九
四
六
年
二
月
二
日
）、
龍
海
（
一
九
四
六
年
二
月
七
日
か
ら

一
九
四
六
年
四
月
二
二
日
）、
長
春
（
一
九
四
六
年
四
月
二
八
日
か
ら

一
九
四
六
年
五
月
二
三
日
）、
ハ
ル
ビ
ン
（
一
九
四
六
年
五
月
二
八
日

か
ら
一
九
四
八
年
一
一
月
末
）
へ
と
移
動
し
て
、
一
九
四
八
年
、
中
共

の
東
北
で
の
全
面
勝
利
後
に
再
び
瀋
陽
に
戻
っ
て
発
行
を
再
開
し
た（

（1
（

。

『
東
北
日
報
』
は
創
刊
か
ら
一
九
五
四
年
八
月
三
一
日
の
停
刊
ま
で
の

八
年
一
○
ヵ
月
の
間
、
東
北
根
拠
地
創
立
の
段
階
か
ら
、
中
華
人
民
共

和
国
成
立
後
に
い
た
る
ま
で
東
北
の
宣
伝
戦
線
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
と
い
え
る
。

　『
東
北
日
報
』
は
中
共
東
北
局
の
機
関
紙
と
し
て
、「
革
命
的
立
場
」

に
基
づ
い
て
宣
伝
を
行
う（

（1
（

「
人
民
の
教
科
書（

（1
（

」
と
い
う
性
格
を
有
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
中
共
宣
伝
幹
部
呉
亮
平
に
よ
れ
ば
、
事
実
で
あ
る

か
否
か
を
問
わ
ず
、
党
の
必
要
に
応
じ
て
作
り
出
さ
れ
た
情
報
お
よ
び

思
想
を
、
社
会
に
充
分
に
説
明
し
、
理
解
を
う
る
こ
と
を
任
務
と
し
て

い
る（

（1
（

。
さ
ら
に
、
宣
伝
は
軍
事
行
動
の
た
め
に
世
論
を
動
員
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
民
心
を
え
て
占
領
の
正
当
性
を
構
築
で
き
る
と
考
え
ら
れ

て
い
た（

11
（

。

　
本
論
で
は
、
国
民
党
機
関
紙
、
全
国
的
な
商
業
新
聞
、
中
共
の
内
部

文
書
、
当
事
者
の
回
想
な
ど
の
史
料
も
使
用
し
て
、
全
国
的
な
政
治
情

勢
や
世
論
の
動
向
お
よ
び
中
共
内
部
の
政
策
方
針
と
の
関
係
に
も
注
意

し
な
が
ら
、
東
北
に
お
け
る
中
共
の
宣
伝
戦
略
の
変
化
に
つ
い
て
分
析

を
行
う
。Ⅰ

、
戦
後
初
期
の
政
治
情
勢

（
一
）
国
共
談
判
と
東
北
に
お
け
る
国
共
対
立

　
中
共
の
宣
伝
方
針
は
各
時
期
の
情
勢
に
応
じ
て
調
整
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
時
期
の
中
共
の
宣
伝
方
針
の
変
化
に
つ
い
て
理
解
す
る
た
め
、
中

_史学研究302.indb   28 19/04/10   15:26

　戦後初期、東北における中国共産党の宣伝戦略の展開―反ソ愛国運動前後における『東北日報』の報道を中心に―（紀）

（（

国
、
特
に
東
北
地
域
の
政
治
情
勢
に
つ
い
て
先
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
早
く
も
一
九
四
五
年
五
月
、
米
ソ
は
既
に
そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
に
基
づ

い
て
、
中
国
に
お
い
て
蔣
介
石
の
指
導
に
よ
る
統
一
的
、
か
つ
民
主
的

な
中
央
政
府
を
樹
立
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
し
た（

1（
（

。
戦
後
、
中
国
に

お
け
る
日
本
降
伏
後
の
権
力
の
真
空
に
乗
じ
て
、
占
領
区
を
拡
大
し
て

内
戦
で
の
優
位
な
地
位
を
勝
ち
取
る
こ
と
を
意
図
し
た
毛
沢
東
は（

11
（

、
ソ

連
の
要
求
に
従
わ
ざ
る
を
え
ず（

11
（

、
蔣
介
石
の
要
請
を
受
け
入
れ
て
、
重

慶
談
判
に
赴
い
た（

11
（

。
一
九
四
五
年
八
月
二
八
日
か
ら
一
○
月
一
○
日
に

か
け
て
、
国
共
双
方
は
、
政
治
の
民
主
化
、
軍
隊
の
国
有
化
、
解
放
区

の
地
位
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
、
蔣
介
石
の
指
導
に
基
づ
い
て
中
国
に

お
け
る
三
民
主
義
を
実
現
す
る
た
め
、
長
期
に
わ
た
っ
て
合
作
す
る
こ

と
に
合
意
し（

11
（

、こ
の
合
意
は
「
政
府
与
中
共
会
談
紀
要
」(

「
双
十
協
定
」)

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
内
戦
が
一
時
的
に
回
避
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、中
共
は
軍
事
的
に
も
各
占
領
区
の
統
治
を
確
保
す
る
た
め
、

鉄
道
沿
線
で
国
府
軍
の
華
北
へ
の
進
出
を
阻
止
し
た
他
、
山
西
を
接
収

す
る
閻
錫
山
軍
の
部
隊
を
殲
滅
し
、
同
年
の
一
二
月
ま
で
包
頭
、
帰
綏

の
傅
作
義
軍
を
包
囲
攻
撃
し
た（

11
（

。
ま
た
、
中
共
は
国
府
軍
を
山
海
関
内

に
止
ま
ら
せ
る（

11
（

た
め
に
、
国
民
政
府
に
東
北
の
経
済
合
作
を
迫
る
ソ
連

軍
と
協
力
し
て
、
国
府
軍
の
東
北
へ
の
上
陸
を
阻
止
し
た（

11
（

。
さ
ら
に
中

共
は
東
北
に
お
い
て
国
民
政
府
の
接
収
を
阻
止
し
な
が
ら
、
積
極
的
に

地
方
政
権
を
樹
立
し
、
中
共
軍
を
拡
大
し
た
。
一
九
四
五
年
一
一
月
に

い
た
っ
て
、
国
民
政
府
は
行
政
に
よ
る
接
収
に
失
敗
す
る
と
、
一
一
月

一
一
日
に
国
府
軍
を
秦
皇
島
に
上
陸
さ
せ
、
同
軍
は
一
六
日
に
山
海
関

を
突
破
し
て
東
北
に
進
入
し
、
二
六
日
に
は
錦
州
を
占
領
し
た（

11
（

。
こ
れ

よ
り
先
の
一
一
月
四
日
、
中
共
中
央
は
、
劉
伯
承
ら
晋
冀
魯
豫
軍
区
幹

部
に
対
し
、
国
府
軍
の
華
北
、
東
北
へ
の
進
攻
を
全
力
で
阻
止
し
て
東

北
に
お
け
る
国
府
軍
に
対
す
る
作
戦
を
支
援
す
る
こ
と
、
お
よ
び
ソ
連

軍
の
撤
退
と
と
も
に
、
東
北
自
治
を
宣
言
す
る
方
針
を
伝
達
し
て
い

た（
11
（

。
国
民
政
府
は
、
中
共
が
軍
隊
を
組
織
し
、
隴
海
線
北
の
諸
省
の
行

政
権
を
要
求
す
る
の
は
武
装
割
拠
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
中
共
占

領
区
に
対
す
る
中
央
政
府
の
承
認
を
強
い
る
こ
と
は
、
ソ
連
を
外
交
的

に
利
す
る
行
為
で
あ
る
と
認
識
し
た（

1（
（

。
一
九
四
五
年
一
二
月
三
○
日
、

国
府
軍
に
対
す
る
軍
事
上
の
敗
北
と
米
ソ
の
圧
力
に
直
面
し
た
中
共

は
、
公
開
で
「
平
和
的
に
東
北
問
題
を
解
決
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
、

一
九
四
六
年
一
月
五
日
に
国
共
双
方
は
停
戦
協
定
に
合
意
し
、
一
○
日

に
停
戦
令（

11
（

が
公
布
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
月
一
○
日
か
ら
三
一
日
に
か

け
て
、
国
共
両
党
お
よ
び
中
国
民
主
同
盟
、
青
年
党
、
民
主
社
会
党
の

五
者
代
表
の
三
八
人
は
重
慶
の
政
治
協
商
会
議
に
参
加
し
、
平
和
建
国

綱
領
な
ど
の
五
項
決
議
案
に
合
意
し
た（

11
（

。

　
し
か
し
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
、
平
和
の
枠
組
み
は
整
え
ら
れ
た
が
、

平
和
の
現
実
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
中
共
の
宣
伝
機
関
は
、

世
論
の
動
向
に
対
応
し
な
が
ら
平
和
、
民
主
、
団
結
を
要
点
と
し
て
宣

伝
し
て
い
た
が（

11
（

、
そ
の
核
心
的
な
目
的
は
、
民
主
お
よ
び
平
和
を
唱
え

な
が
ら
、
国
民
政
府
に
中
共
自
身
の
合
法
的
地
位
を
承
認
さ
せ
、
中
共

占
領
区
の
合
法
性
を
勝
ち
取
ろ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。す
な
わ
ち
、

国
民
政
府
が
中
共
の
既
有
権
益
を
承
認
し
な
い
限
り
、
中
共
は
闘
争
を

放
棄
す
る
こ
と
は
な
く
、
平
和
の
実
現
に
は
困
難
な
状
況
が
存
在
し
て

い
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
政
治
協
商
会
議
の
開
催
期
間
お
よ
び
そ
の
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国
、
特
に
東
北
地
域
の
政
治
情
勢
に
つ
い
て
先
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
早
く
も
一
九
四
五
年
五
月
、
米
ソ
は
既
に
そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
に
基
づ

い
て
、
中
国
に
お
い
て
蔣
介
石
の
指
導
に
よ
る
統
一
的
、
か
つ
民
主
的

な
中
央
政
府
を
樹
立
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
し
た（

1（
（

。
戦
後
、
中
国
に

お
け
る
日
本
降
伏
後
の
権
力
の
真
空
に
乗
じ
て
、
占
領
区
を
拡
大
し
て

内
戦
で
の
優
位
な
地
位
を
勝
ち
取
る
こ
と
を
意
図
し
た
毛
沢
東
は（

11
（

、
ソ

連
の
要
求
に
従
わ
ざ
る
を
え
ず（

11
（

、
蔣
介
石
の
要
請
を
受
け
入
れ
て
、
重

慶
談
判
に
赴
い
た（

11
（

。
一
九
四
五
年
八
月
二
八
日
か
ら
一
○
月
一
○
日
に

か
け
て
、
国
共
双
方
は
、
政
治
の
民
主
化
、
軍
隊
の
国
有
化
、
解
放
区

の
地
位
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
、
蔣
介
石
の
指
導
に
基
づ
い
て
中
国
に

お
け
る
三
民
主
義
を
実
現
す
る
た
め
、
長
期
に
わ
た
っ
て
合
作
す
る
こ

と
に
合
意
し（

11
（

、こ
の
合
意
は
「
政
府
与
中
共
会
談
紀
要
」(

「
双
十
協
定
」)

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
内
戦
が
一
時
的
に
回
避
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、中
共
は
軍
事
的
に
も
各
占
領
区
の
統
治
を
確
保
す
る
た
め
、

鉄
道
沿
線
で
国
府
軍
の
華
北
へ
の
進
出
を
阻
止
し
た
他
、
山
西
を
接
収

す
る
閻
錫
山
軍
の
部
隊
を
殲
滅
し
、
同
年
の
一
二
月
ま
で
包
頭
、
帰
綏

の
傅
作
義
軍
を
包
囲
攻
撃
し
た（

11
（

。
ま
た
、
中
共
は
国
府
軍
を
山
海
関
内

に
止
ま
ら
せ
る（

11
（

た
め
に
、
国
民
政
府
に
東
北
の
経
済
合
作
を
迫
る
ソ
連

軍
と
協
力
し
て
、
国
府
軍
の
東
北
へ
の
上
陸
を
阻
止
し
た（

11
（

。
さ
ら
に
中

共
は
東
北
に
お
い
て
国
民
政
府
の
接
収
を
阻
止
し
な
が
ら
、
積
極
的
に

地
方
政
権
を
樹
立
し
、
中
共
軍
を
拡
大
し
た
。
一
九
四
五
年
一
一
月
に

い
た
っ
て
、
国
民
政
府
は
行
政
に
よ
る
接
収
に
失
敗
す
る
と
、
一
一
月

一
一
日
に
国
府
軍
を
秦
皇
島
に
上
陸
さ
せ
、
同
軍
は
一
六
日
に
山
海
関

を
突
破
し
て
東
北
に
進
入
し
、
二
六
日
に
は
錦
州
を
占
領
し
た（

11
（

。
こ
れ

よ
り
先
の
一
一
月
四
日
、
中
共
中
央
は
、
劉
伯
承
ら
晋
冀
魯
豫
軍
区
幹

部
に
対
し
、
国
府
軍
の
華
北
、
東
北
へ
の
進
攻
を
全
力
で
阻
止
し
て
東

北
に
お
け
る
国
府
軍
に
対
す
る
作
戦
を
支
援
す
る
こ
と
、
お
よ
び
ソ
連

軍
の
撤
退
と
と
も
に
、
東
北
自
治
を
宣
言
す
る
方
針
を
伝
達
し
て
い

た（
11
（

。
国
民
政
府
は
、
中
共
が
軍
隊
を
組
織
し
、
隴
海
線
北
の
諸
省
の
行

政
権
を
要
求
す
る
の
は
武
装
割
拠
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
中
共
占

領
区
に
対
す
る
中
央
政
府
の
承
認
を
強
い
る
こ
と
は
、
ソ
連
を
外
交
的

に
利
す
る
行
為
で
あ
る
と
認
識
し
た（

1（
（

。
一
九
四
五
年
一
二
月
三
○
日
、

国
府
軍
に
対
す
る
軍
事
上
の
敗
北
と
米
ソ
の
圧
力
に
直
面
し
た
中
共

は
、
公
開
で
「
平
和
的
に
東
北
問
題
を
解
決
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
、

一
九
四
六
年
一
月
五
日
に
国
共
双
方
は
停
戦
協
定
に
合
意
し
、
一
○
日

に
停
戦
令（

11
（

が
公
布
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
月
一
○
日
か
ら
三
一
日
に
か

け
て
、
国
共
両
党
お
よ
び
中
国
民
主
同
盟
、
青
年
党
、
民
主
社
会
党
の

五
者
代
表
の
三
八
人
は
重
慶
の
政
治
協
商
会
議
に
参
加
し
、
平
和
建
国

綱
領
な
ど
の
五
項
決
議
案
に
合
意
し
た（

11
（

。

　
し
か
し
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
、
平
和
の
枠
組
み
は
整
え
ら
れ
た
が
、

平
和
の
現
実
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
中
共
の
宣
伝
機
関
は
、

世
論
の
動
向
に
対
応
し
な
が
ら
平
和
、
民
主
、
団
結
を
要
点
と
し
て
宣

伝
し
て
い
た
が（

11
（

、
そ
の
核
心
的
な
目
的
は
、
民
主
お
よ
び
平
和
を
唱
え

な
が
ら
、
国
民
政
府
に
中
共
自
身
の
合
法
的
地
位
を
承
認
さ
せ
、
中
共

占
領
区
の
合
法
性
を
勝
ち
取
ろ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。す
な
わ
ち
、

国
民
政
府
が
中
共
の
既
有
権
益
を
承
認
し
な
い
限
り
、
中
共
は
闘
争
を

放
棄
す
る
こ
と
は
な
く
、
平
和
の
実
現
に
は
困
難
な
状
況
が
存
在
し
て

い
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
政
治
協
商
会
議
の
開
催
期
間
お
よ
び
そ
の
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（0

後
、
重
慶
に
お
い
て
各
種
の
政
治
衝
突
が
頻
発
し
て
い
た
。
中
共
は
一

連
の
事
件
を
「
国
民
党
反
動
派
が
政
治
協
商
会
議
決
議
を
破
壊
す
る
陰

謀
で
あ
る
」
と
批
判
し（

11
（

、
民
主
同
盟
と
と
も
に
反
国
民
政
府
の
一
連
の

学
生
運
動
を
画
策
し
た
。
か
つ
、中
共
は
各
種
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、

様
々
な
政
治
衝
突
を
拡
大
し
て
国
民
政
府
の
権
威
を
貶
め
、
自
身
の
政

治
要
求
を
訴
え
た（

11
（

。

（
二
）
ソ
連
軍
占
領
下
の
東
北
と
反
ソ
愛
国
運
動

　
ソ
連
は
対
日
作
戦
前
に
「
ヤ
ル
タ
密
約
」
と
「
中
ソ
友
好
同
盟
条
約
」

お
よ
び
同
附
録
に
よ
り
、
帝
政
ロ
シ
ア
が
喪
失
し
た
満
洲
特
権
を
取
り

戻
し
た（

11
（

。
さ
ら
に
、
ソ
連
軍
は
東
北
に
入
る
と
と
も
に
、
計
画
的
に
東

北
の
機
械
、鉱
産
、農
業
物
な
ど
に
対
す
る
略
奪
を
始
め
た（

11
（

。
し
た
が
っ

て
、
東
北
各
地
で
は
、
工
場
が
再
開
で
き
ず
、
失
業
労
働
者
が
大
量
に

発
生
し
、
東
北
民
衆
の
生
活
に
重
大
な
衝
撃
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、
東
北
民
衆
の
食
糧
は
日
本
お
よ
び
満
洲
国
政
府
に
徴
用
さ
れ
た
の

み
な
ら
ず
、
ソ
連
軍
に
も
強
引
に
売
却
さ
れ
て
ソ
連
に
運
送
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
機
械
や
農
産
物
な
ど
に
対
す
る
略
奪
よ
り
も
、
各
地
で
発
生

し
た
民
衆
の
財
産
の
強
奪
、
性
暴
行
、
殺
人
な
ど
は
、
民
衆
の
ソ
連
軍

に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
た（

11
（

。
そ
れ
に
留
ま
ら
ず
、
ソ

連
軍
の
略
奪
・
暴
行
は
、
中
共
の
軍
隊
や
地
方
政
権
の
樹
立
に
も
悪
影

響
を
及
ぼ
し
、
元
々
ソ
連
お
よ
び
ソ
連
軍
に
対
し
て
敬
意
を
示
し
て
い

た
中
共
人
員
も
ソ
連
軍
の
粗
暴
な
行
為
に
不
満
を
も
ら
し
て
い
た
。
中

共
軍
幹
部
の
黄
克
誠
は
、「
我
々
の
政
治
幹
部
が
養
成
し
た
ソ
連
軍
に

対
す
る
部
隊
の
尊
敬
の
感
情
は
、
ソ
連
軍
の
物
資
、
機
械
の
搬
送
お
よ

び
強
姦
の
行
為
に
よ
り
破
壊
さ
れ
た
」
と
感
嘆
し
た（

11
（

。

　
さ
ら
に
、
一
九
四
六
年
二
月
一
一
日
、
英
米
ソ
三
国
は
一
年
前
に
調

印
し
た
「
ヤ
ル
タ
密
約
」
を
公
開
し
た
。
英
米
ソ
三
国
が
中
国
の
主
権

を
無
視
し
、「
外
モ
ン
ゴ
ル
を
独
立
さ
せ
、
ソ
連
に
帝
政
ロ
シ
ア
の
満

洲
特
権
を
取
り
戻
さ
せ
る（

1（
（

」
内
容
を
秘
密
裡
に
決
定
し
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
、
全
中
国
を
震
撼
さ
せ
た
。
一
九
四
六
年
二
月
上
旬
、
国
民

政
府
の
接
収
人
員
張
莘
夫（

11
（

が
東
北
民
主
聯
軍（

11
（

に
殺
害
さ
れ
た
事
件
と
と

も
に
、
ソ
連
軍
の
略
奪
や
暴
行
の
情
報
が
東
北
以
外
の
地
域
に
報
道
さ

れ
る
に
つ
れ
て
、
略
奪
・
暴
行
ば
か
り
で
な
く
ソ
連
の
東
北
に
お
け
る

特
権
に
対
し
て
も
批
判
の
声
が
上
が
り
、
重
慶
、
南
京
、
北
平
な
ど
各

地
で
大
規
模
な
反
ソ
愛
国
運
動
が
展
開
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
反
ソ
愛

国
運
動
の
批
判
の
矛
先
は
ソ
連
の
み
な
ら
ず
、
中
共
に
も
向
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
一
九
四
六
年
二
月
二
二
日
、
重
慶
市
沙
磁
区
の
大
学
・
中
学
校
の
学

生
ら
は
愛
国
デ
モ
を
行
な
っ
た（

11
（

。
反
ソ
愛
国
運
動
の
主
旨
は
、
中
国
民

衆
の
東
北
問
題
に
対
す
る
関
心
を
喚
起
し
て
、
ソ
連
が
中
ソ
条
約
を
遵

守
し
、
ソ
連
軍
を
東
北
か
ら
速
や
か
に
撤
退
さ
せ
る
こ
と
を
要
求
す
る

も
の
で
あ
っ
た（

11
（

。
ま
た
、
東
北
地
区
で
自
立
傾
向
を
高
め
よ
う
と
す
る

中
共
も
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
。
中
共
に
対
し
て
、
停
戦
協
定
お
よ
び

政
治
協
商
会
議
決
議
を
守
り
、
黄
帝
の
子
孫
と
し
て
良
心
を
持
ち
母
国

を
愛
す
べ
き
だ
と
要
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
如
何
な
る
口

実
に
よ
っ
て
も
中
共
の
東
北
割
拠
や
国
土
の
ソ
連
へ
の
分
割
は
許
さ
な

い
と
主
張
し
、
民
主
聯
軍
や
「
非
合
法
の
傀
儡
地
方
政
権
」
を
取
り
締

ま
る
べ
き
だ
と
訴
え
た（

11
（

。
ま
た
、「
質
中
共
書
」
で
は
、「
現
在
に
い
た
っ
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（1

て
も
兵
士
の
復
員
問
題
が
順
調
に
進
ま
ず
、
国
家
建
設
が
直
ち
に
開
始

で
き
ず
、
政
治
協
商
会
議
決
議
が
実
現
で
き
て
い
な
い
」
原
因
は
、「
中

共
が
東
北
に
お
い
て
非
合
法
の
地
方
政
権
や
非
合
法
の
民
主
聯
軍
を
組

織
し
て
、
国
民
政
府
の
東
北
の
接
収
と
国
府
軍
の
東
北
進
出
を
阻
止
し

て
い
る
」
た
め
で
あ
る
と
批
判
し
た（

11
（

。

　
重
慶
の
学
生
の
反
ソ
愛
国
運
動
を
契
機
に
、
一
六
日
か
ら
三
○
日
に

か
け
て
、
貴
州
、
南
昌
、
上
海
、
北
平
、
天
津
、
漢
口
、
青
島
な
ど
に

お
い
て
、
前
後
十
数
万
人
が
参
加
し
た
反
ソ
愛
国
デ
モ
が
次
々
に
お
こ

な
わ
れ
た
。
愛
国
学
生
の
反
ソ
デ
モ
だ
け
で
は
な
く
、
大
学
教
授
、
社

会
各
界
の
人
士
は
、
宣
言
・
通
電
な
ど
を
発
し
、
ソ
連
が
条
約
を
守
り
、

東
北
の
機
械
や
物
資
を
返
還
す
る
よ
う
訴
え
た
。
さ
ら
に
、
国
民
政
府

に
対
し
、
秘
密
外
交
を
止
め
て
、
対
外
交
渉
を
透
明
化
さ
せ
、
ソ
連
の

道
理
に
合
わ
な
い
要
求
を
固
く
断
る
こ
と
を
要
求
し
、「
国
内
の
各
政

党
が
団
結
し
て
東
北
の
特
殊
化
に
反
対
し
、
外
患
に
積
極
的
に
対
応
す

る
よ
う
」
主
張
し
た（

11
（

。
民
間
各
紙
も
自
身
の
立
場
を
表
明
し
た
。
例
え

ば
『
大
公
報
』(

天
津
版)

は
、「『
中
ソ
友
好
同
盟
条
約
』
は
ソ
連
の

中
国
に
対
す
る
特
権
を
放
棄
す
る
二
回
の
宣
言（

11
（

の
後
退
だ
」と
評
価
し
、

「
ソ
連
軍
は
早
く
撤
退
せ
よ（

11
（

」
と
要
求
し
た
。
ま
た
、「
東
北
に
進
出
す

る
国
府
軍
の
数
を
制
限
す
べ
き
だ
」
と
い
う
中
共
の
要
求
に
対
し
て
、

「
そ
れ
は
中
国
の
主
権
を
制
限
す
る
問
題
で
あ
る
た
め
、
内
政
の
問
題

で
は
な
い
」
と
し
、「
国
家
の
主
権
が
制
限
を
受
け
る
も
の
と
す
れ
ば
、

（
中
共
が
主
張
す
る
）
民
主
は
民
主
と
い
え
な
い
［(��)

は
引
用
者
。
以

下
同
様
］」
と
質
し
た（

1（
（

。『
申
報
』
は
、
ソ
連
の
行
為
は
中
国
の
主
権
を

侵
害
し
、
中
国
を
侵
略
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
、
ソ
連
お
よ
び
中
共
を

日
本
お
よ
び
汪
精
衛
政
権
と
比
較
し
て
、「
同
じ
よ
う
に
、
ソ
連
は
悪

人
で
あ
り
、
中
共
は
悪
人
の
手
先
で
あ
る
」
と
し
て
、「
愛
国
と
排
外

を
区
別
す
べ
き
で
あ
る（

11
（

」
と
い
う
中
共
の
言
論
を
激
し
く
批
判
し
た（

11
（

。

『
民
国
日
報
』
は
、ソ
連
が
東
北
の
権
益
を
求
め
る
こ
と
を
批
判
し
、「
中

共
が
東
北
人
民
の
名
義
を
借
り
て
政
府
・
軍
隊
を
組
織
し
な
い
よ
う
に
」

警
告
し
た（

11
（

。

　
反
ソ
愛
国
運
動
は
、
東
北
問
題
に
関
心
を
寄
せ
、
ソ
連
軍
の
撤
退
延

期
と
経
済
協
定
締
結
の
強
制
を
批
判
し
た
他
、
中
共
が
東
北
に
お
い
て

「
政
府
を
組
織
し
、
国
府
軍
の
東
北
進
出
を
阻
止
す
る
こ
と
」
も
激
し

く
批
判
し
、「
東
北
の
不
法
政
権
」
を
取
り
締
ま
り
、「
民
主
聯
軍
」
を

解
散
せ
よ
と
要
求
し
た
。
そ
れ
は
、
支
配
の
実
績
の
な
い
東
北
に
お
い

て
、
支
配
の
正
当
性
の
強
化
を
求
め
る
中
共
に
衝
撃
を
与
え
た
と
い
え

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
共
は
宣
伝
を
通
じ
て
各
種
の
政
策
や
政
治
的

概
念
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
東
北
社
会
に
浸
透
さ
せ
な
が
ら
、
自
身
の
東

北
解
放
へ
の
功
績
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
方
針
を
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Ⅱ
、『
東
北
日
報
』
の
報
道

（
一
）
反
ソ
愛
国
運
動
以
前
の
ソ
連
に
関
す
る
報
道

　
中
共
は
東
北
に
お
け
る
権
力
基
盤
と
支
配
の
正
当
性
の
確
立
の
た
め

に
、
ソ
連
と
の
密
接
な
関
係
、
現
地
ソ
連
軍
の
援
助
を
必
要
と
し
て
い

た
。
そ
の
た
め
、本
節
で
は
、『
東
北
日
報
』が
ど
の
よ
う
な
ソ
連
イ
メ
ー

ジ
を
東
北
民
衆
に
伝
え
よ
う
と
し
た
の
か
に
つ
い
て
分
析
す
る
。『
東

北
日
報
』
の
ソ
連
に
関
す
る
宣
伝
を
理
解
す
る
た
め
に
、
具
体
的
な
事
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（1

て
も
兵
士
の
復
員
問
題
が
順
調
に
進
ま
ず
、
国
家
建
設
が
直
ち
に
開
始

で
き
ず
、
政
治
協
商
会
議
決
議
が
実
現
で
き
て
い
な
い
」
原
因
は
、「
中

共
が
東
北
に
お
い
て
非
合
法
の
地
方
政
権
や
非
合
法
の
民
主
聯
軍
を
組

織
し
て
、
国
民
政
府
の
東
北
の
接
収
と
国
府
軍
の
東
北
進
出
を
阻
止
し

て
い
る
」
た
め
で
あ
る
と
批
判
し
た（

11
（

。

　
重
慶
の
学
生
の
反
ソ
愛
国
運
動
を
契
機
に
、
一
六
日
か
ら
三
○
日
に

か
け
て
、
貴
州
、
南
昌
、
上
海
、
北
平
、
天
津
、
漢
口
、
青
島
な
ど
に

お
い
て
、
前
後
十
数
万
人
が
参
加
し
た
反
ソ
愛
国
デ
モ
が
次
々
に
お
こ

な
わ
れ
た
。
愛
国
学
生
の
反
ソ
デ
モ
だ
け
で
は
な
く
、
大
学
教
授
、
社

会
各
界
の
人
士
は
、
宣
言
・
通
電
な
ど
を
発
し
、
ソ
連
が
条
約
を
守
り
、

東
北
の
機
械
や
物
資
を
返
還
す
る
よ
う
訴
え
た
。
さ
ら
に
、
国
民
政
府

に
対
し
、
秘
密
外
交
を
止
め
て
、
対
外
交
渉
を
透
明
化
さ
せ
、
ソ
連
の

道
理
に
合
わ
な
い
要
求
を
固
く
断
る
こ
と
を
要
求
し
、「
国
内
の
各
政

党
が
団
結
し
て
東
北
の
特
殊
化
に
反
対
し
、
外
患
に
積
極
的
に
対
応
す

る
よ
う
」
主
張
し
た（

11
（

。
民
間
各
紙
も
自
身
の
立
場
を
表
明
し
た
。
例
え

ば
『
大
公
報
』(

天
津
版)

は
、「『
中
ソ
友
好
同
盟
条
約
』
は
ソ
連
の

中
国
に
対
す
る
特
権
を
放
棄
す
る
二
回
の
宣
言（

11
（

の
後
退
だ
」と
評
価
し
、

「
ソ
連
軍
は
早
く
撤
退
せ
よ（

11
（

」
と
要
求
し
た
。
ま
た
、「
東
北
に
進
出
す

る
国
府
軍
の
数
を
制
限
す
べ
き
だ
」
と
い
う
中
共
の
要
求
に
対
し
て
、

「
そ
れ
は
中
国
の
主
権
を
制
限
す
る
問
題
で
あ
る
た
め
、
内
政
の
問
題

で
は
な
い
」
と
し
、「
国
家
の
主
権
が
制
限
を
受
け
る
も
の
と
す
れ
ば
、

（
中
共
が
主
張
す
る
）
民
主
は
民
主
と
い
え
な
い
［(��)

は
引
用
者
。
以

下
同
様
］」
と
質
し
た（

1（
（

。『
申
報
』
は
、
ソ
連
の
行
為
は
中
国
の
主
権
を

侵
害
し
、
中
国
を
侵
略
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
、
ソ
連
お
よ
び
中
共
を

日
本
お
よ
び
汪
精
衛
政
権
と
比
較
し
て
、「
同
じ
よ
う
に
、
ソ
連
は
悪

人
で
あ
り
、
中
共
は
悪
人
の
手
先
で
あ
る
」
と
し
て
、「
愛
国
と
排
外

を
区
別
す
べ
き
で
あ
る（

11
（

」
と
い
う
中
共
の
言
論
を
激
し
く
批
判
し
た（

11
（

。

『
民
国
日
報
』
は
、ソ
連
が
東
北
の
権
益
を
求
め
る
こ
と
を
批
判
し
、「
中

共
が
東
北
人
民
の
名
義
を
借
り
て
政
府
・
軍
隊
を
組
織
し
な
い
よ
う
に
」

警
告
し
た（

11
（

。

　
反
ソ
愛
国
運
動
は
、
東
北
問
題
に
関
心
を
寄
せ
、
ソ
連
軍
の
撤
退
延

期
と
経
済
協
定
締
結
の
強
制
を
批
判
し
た
他
、
中
共
が
東
北
に
お
い
て

「
政
府
を
組
織
し
、
国
府
軍
の
東
北
進
出
を
阻
止
す
る
こ
と
」
も
激
し

く
批
判
し
、「
東
北
の
不
法
政
権
」
を
取
り
締
ま
り
、「
民
主
聯
軍
」
を

解
散
せ
よ
と
要
求
し
た
。
そ
れ
は
、
支
配
の
実
績
の
な
い
東
北
に
お
い

て
、
支
配
の
正
当
性
の
強
化
を
求
め
る
中
共
に
衝
撃
を
与
え
た
と
い
え

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
共
は
宣
伝
を
通
じ
て
各
種
の
政
策
や
政
治
的

概
念
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
東
北
社
会
に
浸
透
さ
せ
な
が
ら
、
自
身
の
東

北
解
放
へ
の
功
績
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
方
針
を
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Ⅱ
、『
東
北
日
報
』
の
報
道

（
一
）
反
ソ
愛
国
運
動
以
前
の
ソ
連
に
関
す
る
報
道

　
中
共
は
東
北
に
お
け
る
権
力
基
盤
と
支
配
の
正
当
性
の
確
立
の
た
め

に
、
ソ
連
と
の
密
接
な
関
係
、
現
地
ソ
連
軍
の
援
助
を
必
要
と
し
て
い

た
。
そ
の
た
め
、本
節
で
は
、『
東
北
日
報
』が
ど
の
よ
う
な
ソ
連
イ
メ
ー

ジ
を
東
北
民
衆
に
伝
え
よ
う
と
し
た
の
か
に
つ
い
て
分
析
す
る
。『
東

北
日
報
』
の
ソ
連
に
関
す
る
宣
伝
を
理
解
す
る
た
め
に
、
具
体
的
な
事
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例
を
挙
げ
た
い
と
思
う
。

　
ま
ず
、「
中
ソ
友
好
同
盟
条
約
」
に
関
す
る
解
釈
で
あ
る
。「
中
ソ
友

好
同
盟
条
約
」
は
ソ
連
軍
の
東
北
駐
留
の
根
拠
で
あ
り
、
中
共
は
条
約

を
好
意
的
に
解
釈
す
る
こ
と
で
、
ソ
連
の
東
北
特
権
回
収
の
意
図
を
隠

し
、
東
北
解
放
に
お
け
る
ソ
連
の
貢
献
を
強
調
す
る
宣
伝
を
行
っ
た
。

一
九
四
五
年
一
一
月
一
〇
日
の
『
東
北
日
報
』
は
、「
中
露
密
約
」
と
「
中

ソ
友
好
同
盟
条
約
」
と
を
比
較
し
、「『
中
露
密
約
』
は
旧
帝
政
ロ
シ
ア

が
東
北
を
侵
略
し
、
東
北
人
民
を
奴
隷
と
し
た
不
平
等
な
帝
国
主
義
条

約
で
あ
る
」
と
批
判
し
、『
中
ソ
友
好
同
盟
条
約
』
は
偉
大
な
ソ
連
赤

軍
が
長
春
鉄
道
お
よ
び
東
北
人
民
を
解
放
し
て
か
ら
、
日
本
侵
略
者
の

復
活
を
防
ぐ
た
め
に
、中
ソ
両
国
に
お
い
て
「
十
分
に
平
等
か
つ
互
恵
」

の
精
神
に
基
づ
い
て
締
結
さ
れ
た
と
評
価
し
た（

11
（

。
さ
ら
に
、「
ソ
連
赤

軍
が
東
北
に
出
兵
し
、
日
本
侵
略
者
を
駆
逐
し
て
三
千
万
の
東
北
同
胞

を
解
放
し
、
日
本
侵
略
者
に
致
命
的
な
打
撃
を
与
え
、
倭
寇
を
直
ち
に

投
降
さ
せ
た
」
と
し
、
ソ
連
の
東
北
出
兵
、
対
日
宣
戦
な
ど
を
賛
美
し
、

「
ソ
連
の
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
戦
争
に
対
す
る
貢
献
が
勝
利
の
決
定
的
な
原

因
で
あ
る
」
と
位
置
づ
け
て
い
た（

11
（

。

　『
東
北
日
報
』
は
中
共
の
「
革
命
的
立
場
」
に
基
づ
き
、「
中
ソ
友
好

同
盟
条
約
」
が
実
際
に
は
「
中
露
密
約
」
と
同
じ
く
、
ソ
連
が
帝
政
ロ

シ
ア
の
東
北
の
権
益
を
取
り
戻
し
、
中
国
の
主
権
を
制
限
す
る
事
実
を

隠
蔽
し
た
。「
中
露
密
約
」
と
「
中
ソ
友
好
同
盟
条
約
」
の
内
容
を
比

較
す
る
と
、
条
約
諸
項
目
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
各
条
約
に
お
け
る
東

北
鉄
道
に
関
す
る
協
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
中
俄
合
辦
東
省
鉄
路
公
司
合

同
章
程
」（「
中
露
密
約
」）と「
中
蘇
関
於
中
国
長
春
鉄
道
的
協
定
」（「
中

ソ
友
好
同
盟
条
約
」）
で
あ
り
、「
章
程
」
よ
り
「
協
定
」
の
方
が
詳
し

く
中
ソ
双
方
の
権
利
と
義
務
を
規
定
し
て
お
り
、「
協
定
」
は
人
事
権
、

運
営
権
、
管
理
権
を
有
す
る
鉄
道
管
理
局
局
長
を
ソ
連
人
に
任
せ
る
こ

と
を
規
定
し
て
い
た（

11
（

。
そ
れ
は
ソ
連
側
の
実
際
の
権
限
を
強
化
す
る
も

の
で
、
平
等
か
つ
互
恵
的
だ
と
い
え
な
い
。
実
際
、
一
九
四
九
年
二
月

の
初
め
に
西
柏
坡
を
訪
問
し
た
ソ
連
側
代
表
ミ
コ
ヤ
ン
は
中
共
中
央
指

導
部
に
、「
中
ソ
友
好
同
盟
条
約
」
が
不
平
等
な
条
約
で
あ
る（

11
（

と
認
め

て
い
た
。
一
九
四
九
年
七
月
、
ス
タ
ー
リ
ン
も
モ
ス
ク
ワ
訪
問
中
の
劉

少
奇
に
、「
一
九
四
五
年
の
中
ソ
条
約
は
平
等
で
は
な
い
」
と
表
明
し

て
い
た（

11
（

　
次
に
、
旅
順
・
大
連(

旅
大)

に
関
す
る
報
道
で
あ
る
。
一
九
四
五

年
一
一
月
、『
東
北
日
報
』
は
、
ソ
連
赤
軍
が
敵
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権

を
打
倒
し
た
か
ら
こ
そ
、大
連
市
各
公
共
団
体
代
表
会
が
開
催
で
き
た
。

民
主
選
挙
に
よ
り
、
遅
子
祥（

11
（

が
市
長
に
選
出
さ
れ
、
陳
雲
濤
が
副
市
長

に
選
出
さ
れ
た（

1（
（

、「
労
働
組
合
総
会
の
要
求
に
よ
り
、
ソ
連
赤
軍
が

五
百
万
の
救
済
金
を
配
り
、
大
連
の
失
業
労
働
者
を
救
済
し
た（

11
（

」
な
ど

と
報
道
し
た
。
ソ
連
軍
占
領
下
の
旅
大
で
、
人
民
は
市
長
な
ど
を
選
挙

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
強
調
し
、
政
権
の
民
主
的
な
性
格
が
主
張
さ
れ

た
。
ま
た
、
ソ
連
軍
に
よ
る
失
業
労
働
者
へ
の
援
助
を
報
道
し
、
ソ
連

軍
の
友
好
的
な
態
度
を
強
調
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
遅
子
祥
は
ソ
連
軍
に
指
名
さ
れ
て
お
り（

11
（

、
陳
雲

濤
ら
は
中
共
系
の
人
員
で
あ
り
、
選
挙
以
前
か
ら
当
選
が
内
定
し
て
い

た（
11
（

。
ま
た
上
述
の
よ
う
に
、
ソ
連
軍
に
よ
っ
て
多
く
の
東
北
の
鋼
鉄
、

炭
鉱
、
機
械
な
ど
の
企
業
が
略
奪
さ
れ
、
巨
大
な
損
害
を
受
け
て
い
た
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が（
11
（

、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
。
旅
大
地
区
に
お
い

て
も
多
く
の
工
場
の
生
産
が
停
止
せ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
れ
に
よ
る
失
業

労
働
者
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る（

11
（

。

　
最
後
に
、「
外
モ
ン
ゴ
ル
現
状
維
持
」
で
あ
る
。
中
共
は
「
中
ソ
友

好
同
盟
条
約
」
が
中
国
の
対
外
条
約
の
中
で
初
め
て
の
平
等
な
条
約
だ

と
位
置
づ
け
て
い
た
が（

11
（

、
外
モ
ン
ゴ
ル
に
関
す
る
問
題
を
意
図
的
に
避

け
て
い
た（

11
（

。『
東
北
日
報
』
も
同
じ
よ
う
に
、
東
北
に
お
け
る
敏
感
な

民
族
主
義
的
感
情
を
刺
激
し
た
く
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の

問
題
に
関
し
て
『
東
北
日
報
』
は
、
一
九
四
六
年
一
月
二
九
日
に
、「
張

家
口
市
に
あ
る
内
蒙
学
院
で
外
モ
ン
ゴ
ル
独
立
の
慶
祝
大
会
が
開
催
さ

れ
た（

11
（

」
と
い
う
記
事
を
掲
載
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。
同
記
事
は
、「
ソ

連
は
弱
小
民
族
の
モ
ン
ゴ
ル
人
に
自
由
を
与
え
た（

11
（

」こ
と
を
強
調
し
た
。

戦
後
、
内
モ
ン
ゴ
ル
に
隣
接
す
る
張
家
口
市
が
中
共
の
統
制
下
に
入
っ

た
こ
と
で
こ
の
よ
う
な
活
動
が
可
能
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
活
動
と

報
道
は
、ソ
連
の
「
外
モ
ン
ゴ
ル
現
状
維
持
」
に
賛
意
を
表
明
し
た
他
、

中
共
と
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
の
少
数
民
族
と
の
連
帯
の
意
思
も
示
し
た（

1（
（

。

　
こ
の
報
道
は
、
事
実
の
み
を
伝
え
て
お
り
、
中
共
の
見
解
や
東
北
日

報
社
の
評
論
な
ど
を
掲
載
し
て
お
ら
ず
、
記
事
の
扱
い
も
小
さ
く(

二

面
の
下
段)

、
中
共
が
ソ
連
に
協
力
し
て
「
国
家
分
裂
」
を
企
て
て
い

る
と
い
う
批
判
を
避
け
よ
う
と
す
る
意
図
が
う
か
が
え
る
。
外
モ
ン
ゴ

ル
独
立
の
慶
祝
活
動
は
、
こ
の
記
事
に
示
さ
れ
た
張
家
口
の
内
蒙
学
院

の
慶
祝
大
会
が
確
認
で
き
る
だ
け
で
、
東
北
を
含
む
そ
の
他
の
例
は
確

認
で
き
な
い
。
戦
後
初
期
に
中
共
は
、
政
権
政
党
で
は
な
く
、
か
つ
ソ

連
と
の
良
好
な
関
係
を
維
持
す
る
た
め
、
外
モ
ン
ゴ
ル
の
独
立
に
対
し

て
肯
定
的
な
態
度
を
保
持
し
て
い
た
が
、
一
九
四
九
年
二
月
、
全
国
政

権
を
樹
立
す
る
段
階
に
い
た
る
と
、
毛
沢
東
は
ス
タ
ー
リ
ン
に
「
中
国

の
外
モ
ン
ゴ
ル
に
対
す
る
宗
主
権
」
の
回
復
を
要
求
し
て
い
る（

11
（

。

　『
東
北
日
報
』は
、ソ
連
の
肯
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
確
立
す
る
た
め
に
、

社
会
、
政
治
、
軍
事
、
科
学
な
ど
の
様
々
の
方
面
か
ら
社
会
主
義
国
ソ

連
の
先
進
性
を
紹
介
し
た
。「
ロ
シ
ア
の
二
月
革
命
以
降
、
ロ
シ
ア
に

お
い
て
資
本
主
義
政
府
と
工
農
兵
ソ
ビ
エ
ト
が
共
存
し
て
い
た
が
、
資

本
家
お
よ
び
大
地
主
を
代
表
す
る
資
本
階
級
政
府
が
帝
国
主
義
世
界
大

戦
の
離
脱
を
望
ま
ず
、
パ
ン
、
平
和
お
よ
び
自
由
を
民
衆
に
与
え
る
こ

と
も
し
な
」
か
っ
た（

11
（

と
批
判
し
、「
レ
ー
ニ
ン
お
よ
び
ス
タ
ー
リ
ン
の

指
導
に
基
づ
い
た
ソ
ビ
エ
ト
政
権
の
樹
立
に
よ
っ
て
、人
類
の
歴
史
上
、

搾
取
階
級
と
被
搾
取
階
級
を
消
滅
さ
せ
た
新
時
代
を
迎
え
た（

11
（

」
と
評
価

し
た
。
そ
し
て
、
記
事
の
中
で
、「
東
北
同
胞
は
武
装
し
て
勝
利
の
果

実
を
防
衛
し
、
全
国
人
民
が
立
ち
上
が
っ
て
、
国
民
党
反
動
派
の
内
戦

の
陰
謀
を
阻
止
し
よ
う（

11
（

」
と
呼
び
か
け
た
。
こ
の
よ
う
な
ロ
シ
ア
革
命

の
「
偉
大
な
成
果
」
を
讃
え
る
報
道
の
他
、
ソ
連
の
社
会
、
科
学
、
経

済
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
紹
介
す
る
報
道
も
多
か
っ
た
。
創
刊
か
ら

一
九
四
六
年
の
反
ソ
愛
国
運
動
に
い
た
る
ま
で
、『
東
北
日
報
』
は
毎

日
の
国
際
面
に
ソ
連
の
各
方
面
の
具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
、
ソ
連
を
全

面
的
に
賛
美
し
た
。

　
こ
の
他
『
東
北
日
報
』
は
、
ソ
連
お
よ
び
ソ
連
軍
の
東
北
解
放
に
対

す
る
功
績
を
意
図
的
に
高
く
評
価
し
た
他
、
中
共
と
「
友
」
で
あ
る
ソ

連
と
そ
の
指
導
下
の
東
欧
諸
国
の
、
積
極
的
、
民
主
、
自
由
、
平
等
、

平
和
、
団
結
の
偉
大
な
イ
メ
ー
ジ
を
読
者
に
示
し
た
。
よ
り
重
要
な
点
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、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
。
旅
大
地
区
に
お
い

て
も
多
く
の
工
場
の
生
産
が
停
止
せ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
れ
に
よ
る
失
業

労
働
者
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る（

11
（

。

　
最
後
に
、「
外
モ
ン
ゴ
ル
現
状
維
持
」
で
あ
る
。
中
共
は
「
中
ソ
友

好
同
盟
条
約
」
が
中
国
の
対
外
条
約
の
中
で
初
め
て
の
平
等
な
条
約
だ

と
位
置
づ
け
て
い
た
が（

11
（

、
外
モ
ン
ゴ
ル
に
関
す
る
問
題
を
意
図
的
に
避

け
て
い
た（

11
（

。『
東
北
日
報
』
も
同
じ
よ
う
に
、
東
北
に
お
け
る
敏
感
な

民
族
主
義
的
感
情
を
刺
激
し
た
く
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の

問
題
に
関
し
て
『
東
北
日
報
』
は
、
一
九
四
六
年
一
月
二
九
日
に
、「
張

家
口
市
に
あ
る
内
蒙
学
院
で
外
モ
ン
ゴ
ル
独
立
の
慶
祝
大
会
が
開
催
さ

れ
た（

11
（

」
と
い
う
記
事
を
掲
載
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。
同
記
事
は
、「
ソ

連
は
弱
小
民
族
の
モ
ン
ゴ
ル
人
に
自
由
を
与
え
た（

11
（

」こ
と
を
強
調
し
た
。

戦
後
、
内
モ
ン
ゴ
ル
に
隣
接
す
る
張
家
口
市
が
中
共
の
統
制
下
に
入
っ

た
こ
と
で
こ
の
よ
う
な
活
動
が
可
能
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
活
動
と

報
道
は
、ソ
連
の
「
外
モ
ン
ゴ
ル
現
状
維
持
」
に
賛
意
を
表
明
し
た
他
、

中
共
と
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
の
少
数
民
族
と
の
連
帯
の
意
思
も
示
し
た（

1（
（

。

　
こ
の
報
道
は
、
事
実
の
み
を
伝
え
て
お
り
、
中
共
の
見
解
や
東
北
日

報
社
の
評
論
な
ど
を
掲
載
し
て
お
ら
ず
、
記
事
の
扱
い
も
小
さ
く(
二

面
の
下
段)

、
中
共
が
ソ
連
に
協
力
し
て
「
国
家
分
裂
」
を
企
て
て
い

る
と
い
う
批
判
を
避
け
よ
う
と
す
る
意
図
が
う
か
が
え
る
。
外
モ
ン
ゴ

ル
独
立
の
慶
祝
活
動
は
、
こ
の
記
事
に
示
さ
れ
た
張
家
口
の
内
蒙
学
院

の
慶
祝
大
会
が
確
認
で
き
る
だ
け
で
、
東
北
を
含
む
そ
の
他
の
例
は
確

認
で
き
な
い
。
戦
後
初
期
に
中
共
は
、
政
権
政
党
で
は
な
く
、
か
つ
ソ

連
と
の
良
好
な
関
係
を
維
持
す
る
た
め
、
外
モ
ン
ゴ
ル
の
独
立
に
対
し

て
肯
定
的
な
態
度
を
保
持
し
て
い
た
が
、
一
九
四
九
年
二
月
、
全
国
政

権
を
樹
立
す
る
段
階
に
い
た
る
と
、
毛
沢
東
は
ス
タ
ー
リ
ン
に
「
中
国

の
外
モ
ン
ゴ
ル
に
対
す
る
宗
主
権
」
の
回
復
を
要
求
し
て
い
る（

11
（

。

　『
東
北
日
報
』は
、ソ
連
の
肯
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
確
立
す
る
た
め
に
、

社
会
、
政
治
、
軍
事
、
科
学
な
ど
の
様
々
の
方
面
か
ら
社
会
主
義
国
ソ

連
の
先
進
性
を
紹
介
し
た
。「
ロ
シ
ア
の
二
月
革
命
以
降
、
ロ
シ
ア
に

お
い
て
資
本
主
義
政
府
と
工
農
兵
ソ
ビ
エ
ト
が
共
存
し
て
い
た
が
、
資

本
家
お
よ
び
大
地
主
を
代
表
す
る
資
本
階
級
政
府
が
帝
国
主
義
世
界
大

戦
の
離
脱
を
望
ま
ず
、
パ
ン
、
平
和
お
よ
び
自
由
を
民
衆
に
与
え
る
こ

と
も
し
な
」
か
っ
た（

11
（

と
批
判
し
、「
レ
ー
ニ
ン
お
よ
び
ス
タ
ー
リ
ン
の

指
導
に
基
づ
い
た
ソ
ビ
エ
ト
政
権
の
樹
立
に
よ
っ
て
、人
類
の
歴
史
上
、

搾
取
階
級
と
被
搾
取
階
級
を
消
滅
さ
せ
た
新
時
代
を
迎
え
た（

11
（

」
と
評
価

し
た
。
そ
し
て
、
記
事
の
中
で
、「
東
北
同
胞
は
武
装
し
て
勝
利
の
果

実
を
防
衛
し
、
全
国
人
民
が
立
ち
上
が
っ
て
、
国
民
党
反
動
派
の
内
戦

の
陰
謀
を
阻
止
し
よ
う（

11
（

」
と
呼
び
か
け
た
。
こ
の
よ
う
な
ロ
シ
ア
革
命

の
「
偉
大
な
成
果
」
を
讃
え
る
報
道
の
他
、
ソ
連
の
社
会
、
科
学
、
経

済
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
紹
介
す
る
報
道
も
多
か
っ
た
。
創
刊
か
ら

一
九
四
六
年
の
反
ソ
愛
国
運
動
に
い
た
る
ま
で
、『
東
北
日
報
』
は
毎

日
の
国
際
面
に
ソ
連
の
各
方
面
の
具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
、
ソ
連
を
全

面
的
に
賛
美
し
た
。

　
こ
の
他
『
東
北
日
報
』
は
、
ソ
連
お
よ
び
ソ
連
軍
の
東
北
解
放
に
対

す
る
功
績
を
意
図
的
に
高
く
評
価
し
た
他
、
中
共
と
「
友
」
で
あ
る
ソ

連
と
そ
の
指
導
下
の
東
欧
諸
国
の
、
積
極
的
、
民
主
、
自
由
、
平
等
、

平
和
、
団
結
の
偉
大
な
イ
メ
ー
ジ
を
読
者
に
示
し
た
。
よ
り
重
要
な
点
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は
、
中
共
自
身
の
「
内
戦
を
停
止
し
て
平
和
的
に
独
立
か
つ
富
強
の
中

国
を
建
設
す
る
」
と
い
う
主
張
も
同
時
に
提
示
し
て
、
ソ
連
と
同
じ
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
を
持
つ
中
共
も
す
ば
ら
し
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
付
与
し

よ
う
と
し
て
お
り
、長
い
間
異
民
族
に
支
配
さ
れ
「
普
遍
的
に
共
産
党
、

毛
沢
東
、
八
路
軍
を
理
解
し
て
い
な
い（

11
（

」
東
北
民
衆
に
「
将
来
の
強
大

な
中
国
像
」
を
示
し
、
民
衆
の
支
持
を
え
よ
う
と
し
た
。『
東
北
日
報
』

は
ソ
連
の
肯
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
先
進
性
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

将
来
に
わ
た
っ
て
中
国
も
ソ
連
の
よ
う
な
社
会
主
義
社
会
に
入
り
、
中

国
人
も
ソ
連
人
と
同
じ
よ
う
な
成
果
が
享
受
で
き
る
こ
と
を
表
明
し
、

同
じ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
持
ち
、
民
主
を
主
張
す
る
中
共
は
当
然
な
が
ら

中
国
人
民
を
率
い
て
理
想
社
会
に
向
か
う
政
治
勢
力
で
あ
る
と
主
張
し

た
。（

二
）
反
ソ
愛
国
運
動
の
批
判
に
対
す
る
『
東
北
日
報
』
の
弁
明

　
全
国
で
反
ソ
愛
国
運
動
が
激
し
く
展
開
す
る
状
況
に
お
い
て
も
、
国

府
軍
の
全
面
的
進
攻
が
開
始
さ
れ
る
前
の
東
北
で
は
、
公
開
の
反
ソ
運

動
は
見
ら
れ
ず
、
長
春
地
区
軍
官
学
校
、
工
業
大
学
、
法
政
大
学
文
学

院
、
長
春
大
学
の
学
生
ら
が
、
北
平
、
天
津
へ
請
願
に
赴
い
た（

11
（

の
み
で

あ
っ
た
。
一
九
四
六
年
三
月
に
国
府
軍
が
瀋
陽
に
進
入
す
る
に
い
た
っ

て
初
め
て
ソ
連
軍
の
機
械
略
奪
に
反
対
す
る
学
生
デ
モ
が
現
れ
た（

11
（

。
中

共
は
東
北
の
占
領
区
に
お
い
て
、
軍
事
力
で
国
民
政
府
の
接
収
人
員
を

排
除
し
、
匪
賊
を
殲
滅
す
る
方
法
で
親
国
民
党
勢
力
を
消
滅
さ
せ
る
と

と
も
に
、
親
共
勢
力
を
育
成
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
国
民
党
勢
力
に
従

属
す
る
宣
伝
機
関
も
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
消
失
し
、
中
共
占
領
区
に
は

中
共
の
宣
伝
機
関
と
親
共
的
な
新
聞
の
み
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　
国
民
政
府
の
統
治
区
に
お
け
る
反
ソ
愛
国
運
動
が
盛
ん
に
な
る
と
、

一
九
四
六
年
二
月
二
五
日
、
延
安
の
中
共
中
央
は
直
ち
に
各
中
央
局
、

分
局
に
対
し
て
、「
北
平
執
行
部（

11
（

、『
新
華
日
報
』
お
よ
び
『
民
主
報
』

の
破
壊
、
重
慶
各
地
の
反
ソ
反
共
デ
モ
に
よ
り
、
彼
ら
（
反
動
派
）
が

停
戦
協
定
、
政
治
協
商
会
議
の
決
議
を
破
棄
し
、
米
ソ
お
よ
び
中
ソ
関

係
を
挑
発
し
て
破
壊
す
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
陰
謀
が
表
面
化
し
、
米
国
の

不
満
や
ソ
連
の
反
撃
を
招
い
た（

11
（

」
と
指
摘
し
、「
我
々
は
こ
の
時
機
を

つ
か
ん
で
宣
伝
反
撃
を
開
始
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
全
力
を
総
動
員
し
て
国

民
党
内
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
反
動
派
を
打
撃
し
、
反
動
的
な
気
勢
を
圧
倒
し

て
反
動
的
陰
謀
を
砕
き
、
彼
ら
の
停
戦
令
の
破
壊
、
政
治
協
商
会
議
へ

の
反
対
、
武
力
に
よ
る
東
北
問
題
の
解
決
、
公
開
で
の
反
ソ
（
活
動
）、

米
ソ
関
係
の
挑
発
に
よ
る
破
壊
、
敵
お
よ
び
傀
儡
と
の
結
託
、
特
務
活

動
の
横
行
な
ど
の
罪
を
、
各
地
の
具
体
的
な
事
例
と
結
合
し
、
新
聞
、

社
論
、
談
話
、
抗
議
、
通
電
な
ど
を
通
し
て
、
激
し
く
反
駁
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い（

1（
（

」
と
指
示
し
た
。
さ
ら
に
、
宣
伝
に
お
い
て
以
下
の
四
点

に
つ
い
て
注
意
喚
起
し
た
。

①
　�

国
民
党
内
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
反
動
派
と
特
務
機
関
の
み
に
反
対

し
、
こ
れ
ら
の
反
動
人
員
を
必
ず
国
家
機
関
か
ら
追
放
す
べ
き

で
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば
中
国
に
自
由
、
民
主
が
実
現
で
き
る
と

強
調
す
る
。
し
か
し
、
一
般
的
に
国
民
党
、
国
民
政
府
お
よ
び

政
府
軍
に
反
対
せ
ず
、
蔣
介
石
に
反
対
し
な
い
。
政
府
が
反
動
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派
の
不
法
な
行
動
を
放
任
し
、
奨
励
し
た
と
い
う
政
策
の
間
違

い
の
み
に
反
対
す
る
。
国
民
党
内
の
和
平
派
と
民
主
派
に
対
し

て
は
、
鼓
舞
し
て
味
方
に
獲
得
す
べ
き
で
あ
る
。

②
　�

北
平
事
件
、
重
慶
事
件
に
参
加
し
た
特
務
と
民
衆
に
対
し
て
、

区
別
し
て
対
応
す
べ
き
で
あ
り
、
一
般
的
に
民
衆
に
反
対
し
な

い
が
、
厳
正
か
つ
善
意
に
よ
っ
て
そ
の
政
治
的
な
誤
り
を
指
摘

す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
行
動
の
誤
り
を
指
摘
す
る
時
、
反
動
派

の
罠
に
か
か
ら
な
い
よ
う
、一
般
的
に
請
願
デ
モ
に
反
対
せ
ず
、

（
国
民
党
反
動
派
が
）
こ
れ
を
理
由
に
本
当
の
民
衆
の
請
願
デ

モ
を
制
限
す
る
こ
と
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
　�

ソ
連
と
東
北
問
題
に
対
す
る
釈
明
に
つ
い
て
慎
重
に
す
べ
き
で

あ
る
。
我
々
は
本
当
の
愛
国
的
立
場
に
基
づ
き
、
中
ソ
二
大
民

族
の
友
誼
を
維
持
し
、
中
ソ
条
約
を
実
行
し
て
極
東
の
安
全
を

守
ろ
う
と
主
張
し
、
東
北
に
つ
い
て
、
我
々
は
平
和
解
決
を
求

め
、
国
軍
の
平
和
的
進
入
に
反
対
し
な
い
が
、
反
動
派
に
よ
る

東
北
で
の
内
戦
、
傀
儡
軍
・
土
匪
の
改
編
、
日
本
人
と
の
結
託
、

張
莘
夫
事
件
を
作
り
出
し
て
、
反
ソ
反
共
の
口
実
と
す
る
こ
と

に
反
対
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④
　�

批
判
の
態
度
は
道
理
を
説
く
こ
と
に
重
点
を
置
く
べ
き
で
あ

り
、
停
戦
令
、
政
治
協
商
会
議
決
議
お
よ
び
和
平
建
国
綱
領
に

基
づ
き
、
我
が
方
が
相
手
の
何
度
も
の
挑
発
を
我
慢
し
て
い
る

事
実
を
あ
げ
て
、
防
衛
の
姿
勢
を
取
り
、
騒
々
し
く
怒
鳴
り
散

ら
し
て
は
な
ら
ず
、
多
く
の
中
間
派
民
衆
の
同
情
を
勝
ち
取
る

べ
き
で
あ
る（

11
（

。

　
東
北
に
お
け
る
中
共
の
支
配
の
正
当
性
が
反
ソ
愛
国
運
動
の
衝
撃
を

受
け
る
と
、『
東
北
日
報
』
も
中
共
中
央
の
指
示
に
基
づ
き
、
反
ソ
愛

国
運
動
を
「
国
民
党
反
動
派
」
の
陰
謀
と
定
義
付
け
る
報
道
を
行
い
、

党
報
と
し
て
中
共
の
東
北
支
配
の
正
当
性
の
強
化
に
尽
力
し
た
。

　『
東
北
日
報
』は「
反
ソ
愛
国
運
動
は
国
民
党
反
動
派
の
陰
謀
で
あ
り
、

国
民
反
動
派
が
ソ
連
お
よ
び
そ
の
指
導
者
ス
タ
ー
リ
ン
を
謗
り
、
抗
日

戦
争
と
民
主
運
動
の
礎
石
―
中
国
共
産
党
を
憎
み
、
中
国
の
民
主
勢
力

を
敵
視
し
て
い
る
」
と
宣
伝
し
、「
国
民
党
反
動
派
は
日
本
侵
略
者
の

残
余
勢
力
と
結
託
し
、
国
家
主
権
接
収
を
阻
止
す
る
こ
と
お
よ
び
ソ
連

軍
と
中
共
軍
が
解
放
し
た
東
北
を
占
領
し
て
割
拠
す
る
こ
と
に
よ
り
、

満
洲
国
の
回
復
を
企
て
て
い
る
。
愛
国
運
動
と
い
う
も
の
は
、
実
は
反

ソ
反
共
反
民
主
の
反
動
陰
謀
だ（

11
（

」
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
学
生
の
「
質

中
共
書
」
も
「
中
傷
で
あ
り
、
荒
唐
無
稽
だ
」
と
批
判
し
、
新
華
日
報

社
襲
撃
事
件
は
、「
国
民
党
反
動
派
の
反
共
陰
謀
が
長
い
間
計
画
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る（

11
（

」
と
指
摘
し
、「
国
民
党
反
動
派
は
蔣
主

席
の
停
戦
命
令
と
政
治
協
商
会
議
決
議
に
不
満
を
示
し
、
中
国
が
間
も

な
く
平
和
、民
主
、団
結
お
よ
び
統
一
を
迎
え
る
現
在
、反
動
派
に
よ
っ

て
発
動
さ
れ
た
」
重
慶
反
ソ
運
動
は
、「
国
民
党
内
民
主
、
平
和
を
主

張
す
る
指
導
者
、
民
主
同
盟
、
中
国
共
産
党
に
反
対
す
る
に
も
の
に
違

い
な
い
」
と
強
調
し
、「
信
義
を
重
視
す
る
ソ
連
は
『
中
ソ
友
好
同
盟

条
約
』
に
違
反
し
な
い
と
信
じ
る（

11
（

」
と
呼
び
か
け
た
。
さ
ら
に
、「
東

北
民
主
聯
軍
は
抗
日
の
愛
国
武
装
で
あ
り
、
東
北
各
地
の
民
主
政
府
は

東
北
人
民
の
要
求
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
民
主
的
な
地
方
政
府
で
あ
る
」

と
指
摘
し
、
こ
れ
は
「
し
か
も
政
治
協
商
会
議
決
議
の
規
定
に
よ
る
地
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派
の
不
法
な
行
動
を
放
任
し
、
奨
励
し
た
と
い
う
政
策
の
間
違

い
の
み
に
反
対
す
る
。
国
民
党
内
の
和
平
派
と
民
主
派
に
対
し

て
は
、
鼓
舞
し
て
味
方
に
獲
得
す
べ
き
で
あ
る
。

②
　�

北
平
事
件
、
重
慶
事
件
に
参
加
し
た
特
務
と
民
衆
に
対
し
て
、

区
別
し
て
対
応
す
べ
き
で
あ
り
、
一
般
的
に
民
衆
に
反
対
し
な

い
が
、
厳
正
か
つ
善
意
に
よ
っ
て
そ
の
政
治
的
な
誤
り
を
指
摘

す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
行
動
の
誤
り
を
指
摘
す
る
時
、
反
動
派

の
罠
に
か
か
ら
な
い
よ
う
、一
般
的
に
請
願
デ
モ
に
反
対
せ
ず
、

（
国
民
党
反
動
派
が
）
こ
れ
を
理
由
に
本
当
の
民
衆
の
請
願
デ

モ
を
制
限
す
る
こ
と
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
　�

ソ
連
と
東
北
問
題
に
対
す
る
釈
明
に
つ
い
て
慎
重
に
す
べ
き
で

あ
る
。
我
々
は
本
当
の
愛
国
的
立
場
に
基
づ
き
、
中
ソ
二
大
民

族
の
友
誼
を
維
持
し
、
中
ソ
条
約
を
実
行
し
て
極
東
の
安
全
を

守
ろ
う
と
主
張
し
、
東
北
に
つ
い
て
、
我
々
は
平
和
解
決
を
求

め
、
国
軍
の
平
和
的
進
入
に
反
対
し
な
い
が
、
反
動
派
に
よ
る

東
北
で
の
内
戦
、
傀
儡
軍
・
土
匪
の
改
編
、
日
本
人
と
の
結
託
、

張
莘
夫
事
件
を
作
り
出
し
て
、
反
ソ
反
共
の
口
実
と
す
る
こ
と

に
反
対
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④
　�

批
判
の
態
度
は
道
理
を
説
く
こ
と
に
重
点
を
置
く
べ
き
で
あ

り
、
停
戦
令
、
政
治
協
商
会
議
決
議
お
よ
び
和
平
建
国
綱
領
に

基
づ
き
、
我
が
方
が
相
手
の
何
度
も
の
挑
発
を
我
慢
し
て
い
る

事
実
を
あ
げ
て
、
防
衛
の
姿
勢
を
取
り
、
騒
々
し
く
怒
鳴
り
散

ら
し
て
は
な
ら
ず
、
多
く
の
中
間
派
民
衆
の
同
情
を
勝
ち
取
る

べ
き
で
あ
る（

11
（

。

　
東
北
に
お
け
る
中
共
の
支
配
の
正
当
性
が
反
ソ
愛
国
運
動
の
衝
撃
を

受
け
る
と
、『
東
北
日
報
』
も
中
共
中
央
の
指
示
に
基
づ
き
、
反
ソ
愛

国
運
動
を
「
国
民
党
反
動
派
」
の
陰
謀
と
定
義
付
け
る
報
道
を
行
い
、

党
報
と
し
て
中
共
の
東
北
支
配
の
正
当
性
の
強
化
に
尽
力
し
た
。

　『
東
北
日
報
』は「
反
ソ
愛
国
運
動
は
国
民
党
反
動
派
の
陰
謀
で
あ
り
、

国
民
反
動
派
が
ソ
連
お
よ
び
そ
の
指
導
者
ス
タ
ー
リ
ン
を
謗
り
、
抗
日

戦
争
と
民
主
運
動
の
礎
石
―
中
国
共
産
党
を
憎
み
、
中
国
の
民
主
勢
力

を
敵
視
し
て
い
る
」
と
宣
伝
し
、「
国
民
党
反
動
派
は
日
本
侵
略
者
の

残
余
勢
力
と
結
託
し
、
国
家
主
権
接
収
を
阻
止
す
る
こ
と
お
よ
び
ソ
連

軍
と
中
共
軍
が
解
放
し
た
東
北
を
占
領
し
て
割
拠
す
る
こ
と
に
よ
り
、

満
洲
国
の
回
復
を
企
て
て
い
る
。
愛
国
運
動
と
い
う
も
の
は
、
実
は
反

ソ
反
共
反
民
主
の
反
動
陰
謀
だ（

11
（

」
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
学
生
の
「
質

中
共
書
」
も
「
中
傷
で
あ
り
、
荒
唐
無
稽
だ
」
と
批
判
し
、
新
華
日
報

社
襲
撃
事
件
は
、「
国
民
党
反
動
派
の
反
共
陰
謀
が
長
い
間
計
画
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る（

11
（

」
と
指
摘
し
、「
国
民
党
反
動
派
は
蔣
主

席
の
停
戦
命
令
と
政
治
協
商
会
議
決
議
に
不
満
を
示
し
、
中
国
が
間
も

な
く
平
和
、民
主
、団
結
お
よ
び
統
一
を
迎
え
る
現
在
、反
動
派
に
よ
っ

て
発
動
さ
れ
た
」
重
慶
反
ソ
運
動
は
、「
国
民
党
内
民
主
、
平
和
を
主

張
す
る
指
導
者
、
民
主
同
盟
、
中
国
共
産
党
に
反
対
す
る
に
も
の
に
違

い
な
い
」
と
強
調
し
、「
信
義
を
重
視
す
る
ソ
連
は
『
中
ソ
友
好
同
盟

条
約
』
に
違
反
し
な
い
と
信
じ
る（

11
（

」
と
呼
び
か
け
た
。
さ
ら
に
、「
東

北
民
主
聯
軍
は
抗
日
の
愛
国
武
装
で
あ
り
、
東
北
各
地
の
民
主
政
府
は

東
北
人
民
の
要
求
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
民
主
的
な
地
方
政
府
で
あ
る
」

と
指
摘
し
、
こ
れ
は
「
し
か
も
政
治
協
商
会
議
決
議
の
規
定
に
よ
る
地
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方
自
治
を
行
う
に
す
ぎ
な
い（

11
（

」
と
主
張
し
た
。『
東
北
日
報
』
は
反
ソ

運
動
を
説
明
す
る
際
、重
慶
の
反
ソ
運
動
の
み
を
読
者
に
伝
え
て
お
り
、

「
数
百
人
の
隊
列
」
や
「
千
数
百
人
の
学
生
が
デ
モ
に
参
加
し
た
」
な

ど
の
描
写
に
よ
り
、
反
ソ
運
動
を
「
矮
小
化
」
し
て
、
東
北
民
衆
に
対

し
て
「
全
国
多
数
の
民
衆
が
ソ
連
お
よ
び
中
共
を
支
持
し
て
い
る
」
よ

う
に
示
す
意
図
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
ま
た
『
東
北
日
報
』
は
、
中
共
以
外
の
様
々
な
立
場
の
人
々
が
中
共

を
擁
護
し
、
国
民
政
府
の
対
応
や
反
ソ
愛
国
運
動
を
批
判
す
る
言
論
を

掲
載
し
、
中
共
の
主
張
を
補
強
し
よ
う
と
し
た
。
ま
た
こ
の
段
階
に
お

い
て
、
国
民
党
側
の
「
終
戦
前
、
東
北
に
中
共
軍
は
存
在
し
な
か
っ
た
」

と
い
う
論
調
や
、
反
ソ
運
動
に
お
け
る
「
不
法
政
権
と
不
法
民
主
聯
軍

を
取
り
締
ま
ろ
う
」
と
い
う
論
調
に
対
し
て
、
東
北
民
主
聯
軍
の
対
日

作
戦
へ
の
貢
献
を
強
調
す
る
言
論
が
現
れ
る
よ
う
に
な
る
（
東
北
民
主

聯
軍
の
問
題
に
つ
い
て
は
次
の
節
で
詳
し
く
論
じ
る
）。
東
北
著
名
人

士
の
閻
宝
航
ら
は
、「
現
在
の
東
北
民
主
聯
軍
は
十
四
年
間
対
日
作
戦

を
堅
持
し
た
人
民
の
部
隊
で
あ
り
、
国
民
政
府
の
東
北
接
収
行
営
は
東

北
の
民
主
人
士
を
引
き
入
れ
て
、
改
組
す
べ
き
だ（

11
（

」
と
主
張
し
、「
東

北
に
は
三
十
万
人
の
人
民
の
武
装
が
あ
り
、
も
し
政
府
が
軍
事
手
段
で

東
北
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
依
然
と
し
て
戦
禍
が
避
け
ら
れ

ず
、
そ
れ
は
東
北
人
民
が
見
た
く
な
い
こ
と
で
あ
る（

11
（

」
と
国
民
政
府
に

申
し
立
て
た
。
閻
宝
航
は
中
共
秘
密
党
員
で
あ
っ
た（

11
（

が
、
東
北
の
「
民

主
人
士
」
の
立
場
で
中
共
を
擁
護
す
る
言
論
を
行
っ
て
い
た
。
中
国
民

主
同
盟
の
主
席
張
瀾
は「
全
国
の
団
結
民
主
を
直
ち
に
実
現
で
き
れ
ば
、

東
北
問
題
は
存
在
し
な
く
な
」
る
が
、「
反
ソ
反
共
の
み
が
解
決
で
き

な
い（

11
（

」
と
表
明
し
た
。
ま
た
、
学
生
運
動
が
国
民
党
反
動
派
に
操
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
た
め
、「
国
民
党
反
動
派
は
様
々
な
手
段
を

使
い
、
各
大
学
の
学
生
を
脅
し
て
重
慶
の
反
ソ
反
共
デ
モ
に
参
加
さ

せ
」、「
燕
大
学
生
は
国
民
党
反
動
派
の
脅
迫
を
無
視
し
、
デ
モ
に
参
加

す
る
こ
と
を
拒
絶
し
た（

1（
（

」
と
い
う
報
道
を
行
っ
た
。
こ
の
他
、
モ
ス
ク

ワ
の
放
送
を
引
用
し
て
、「
去
年
か
ら
日
本
帝
国
主
義
の
残
余
勢
力
が

ソ
連
赤
軍
の
個
別
兵
士
を
襲
撃
し
、
現
在
ま
で
数
十
人
が
殺
害
さ
れ
」、

「
倭
冦
と
傀
儡
軍
残
余
は
国
民
党
反
動
派
と
結
託
し
て
、
反
ソ
反
共
の

宣
伝
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
張
莘
夫
殺
害
の
罪
名
に
よ
っ
て
ソ
連
赤
軍

を
誣
告
す
る
の
は
さ
ら
に
下
劣
で
あ
る（

11
（

」
と
批
判
し
た
。
以
上
の
よ
う

に
、『
東
北
日
報
』
は
二
月
二
五
日
の
中
共
中
央
の
指
示
に
従
い
、
反

ソ
愛
国
運
動
を
「
反
ソ
反
共
反
民
主
」
の
反
動
的
陰
謀
と
定
義
し
、
中

共
の
立
場
が
民
主
を
代
表
す
る
も
の
と
主
張
し
、
自
身
の
正
当
性
を
強

調
し
、
国
民
党
を
、
蔣
介
石
を
主
と
す
る
「
民
主
派
」
と
反
ソ
反
共
の

「
日
本
帝
国
主
義
の
手
先
・
反
動
派
」
に
分
け
て
、
東
北
人
士
、
民
主

同
盟
主
席
、
ソ
連
政
府
、
デ
モ
に
参
加
し
な
か
っ
た
学
生
の
発
言
を
引

用
し
て
、「
中
間
派
」
を
獲
得
し
、「
反
動
派
」
を
孤
立
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
た
。

（
三
）
東
北
抗
日
聯
軍
の
貢
献
の
強
調
と
「
李
兆
麟
殺
害
事
件
」

　
東
北
に
お
け
る
中
共
の
地
方
政
権
お
よ
び
東
北
民
主
聯
軍
の
正
当
性

が
疑
わ
れ
、
か
つ
一
九
四
六
年
三
月
以
降
、
ソ
連
軍
の
東
北
撤
退
が
差

し
迫
る
と
、
中
共
は
東
北
で
の
支
配
の
正
当
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、

東
北
の
地
方
政
権
、
特
に
東
北
民
主
聯
軍
の
正
当
性
を
確
立
す
る
必
要
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に
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た（

11
（

。
こ
れ
以
降
、
東
北
解
放
の
功
績
は
、
ソ

連
の
軍
事
力
よ
り
も
主
に
「
中
共
の
指
導
下
」
の
東
北
民
主
聯
軍
の
東

北
で
の
長
期
的
な
抵
抗
に
帰
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
一
九
四
五
年
一
二
月
一
二
日
、
中
共
中
央
東
北
局
政
務
委
員
兼
北
満

分
局
書
記
の
陳
雲
は
中
共
中
央
お
よ
び
東
北
局
に
東
北
抗
日
聯
軍
の
抗

日
の
功
績
を
宣
伝
す
る
こ
と
を
建
議
し（

11
（

、
一
九
四
六
年
一
月
一
六
日
か

ら
北
満
分
局
機
関
紙
の
『
哈
爾
浜
日
報
』
と
ハ
ル
ビ
ン
中
ソ
友
好
協
会

機
関
紙
の
『
北
光
日
報
』
に
「
東
北
抗
日
聯
軍
十
四
年
苦
闘
簡
史
」
を

連
載
さ
せ
た
が
、
中
共
中
央
お
よ
び
東
北
局
は
反
応
し
て
お
ら
ず
、『
東

北
日
報
』
も
東
北
抗
日
聯
軍
に
つ
い
て
集
中
的
な
報
道
を
行
っ
て
い
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
四
六
年
の
反
ソ
愛
国
運
動
の
展
開
に
い
た
っ

て
、
東
北
局
は
東
北
抗
日
聯
軍
に
関
す
る
宣
伝
に
注
目
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
一
九
四
六
年
二
月
二
七
日
、東
北
局
書
記
の
彭
真
は
陳
雲
に
対
し
て
、

①
八
・
一
五
前
の
北
満
洲
各
地
抗
日
聯
軍
の
活
動
状
況
（
幹
部
の
姓
名
、

人
数
、
時
間
、
場
所
）
お
よ
び
八
・
一
五
以
降
の
発
展
過
程
、
②
現
職

の
団
以
上
の
幹
部
の
姓
名
、
履
歴
な
ど
を
収
集
す
る
よ
う
求
め
た（

11
（

。
同

年
三
月
初
め
、中
共
中
央
は
彭
真
に
「
東
北
に
お
け
る
材
料
に
よ
っ
て
、

東
北
十
四
年
間
の
抗
日
戦
争
お
よ
び
抗
日
聯
軍
の
歴
史
、
抗
日
聯
軍
の

将
校
と
幹
部
お
よ
び
元
東
北
軍
将
校
呂
正
操
、
万
毅
、
張
学
詩
な
ど
の

紹
介
、
彼
ら
の
談
話
と
通
電
を
多
く
発
表
せ
よ
」
と
指
示
し
た（

11
（

。
彭
真

は
再
び
陳
雲
に
、「
国
民
党
反
動
派
の
反
ソ
反
共
運
動
お
よ
び
東
北
に

関
す
る
反
動
宣
伝
に
反
撃
す
る
た
め
に
、
日
本
降
伏
前
の
、
東
北
に
お

け
る
我
が
党
の
抗
日
活
動
、
特
に
武
装
活
動
と
地
下
軍
を
系
統
的
に
世

界
に
宣
伝
す
る
必
要
が
あ
る
。
速
や
か
に
宣
伝
で
き
る
よ
う
、李
兆
麟
、

馮
仲
雲
に
早
め
に
材
料
（
と
り
あ
え
ず
主
要
な
内
容
を
電
報
で
送
る
よ

う
に
）
を
書
い
て
送
る
よ
う
に
要
請
す
る（

11
（

」
こ
と
を
指
示
し
た
。
東
北

局
は
以
上
の
指
示
を
受
け
て
、
東
北
民
主
聯
軍
の
前
身
の
一
部
で
あ
る

東
北
抗
日
聯
軍
の
抗
日
へ
の
貢
献
を
ア
ピ
ー
ル
し
始
め
た
。
以
下
に
、

代
表
的
な
記
事
を
例
示
す
る
。

　
一
九
四
六
年
二
月
末
、『
東
北
日
報
』
に
は
新
華
社
記
者
に
よ
る
元

東
北
抗
日
聯
軍
将
軍
周
保
中
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
が
掲
載
さ
れ
た
。

周
保
中
は
、「
蔣
介
石
が
不
抵
抗
主
義
に
よ
っ
て
東
北
を
日
本
侵
略
者

に
売
り
渡
し
た
」
と
指
摘
し
、「
九
・
一
八
事
件
後
、
馬
占
山
な
ど
抗
日

の
旧
軍
隊
を
助
け
る
た
め
に
、
中
共
は
迅
速
に
愛
国
青
年
や
中
共
幹
部

を
動
員
し
て
旧
軍
隊
の
抗
日
活
動
に
参
加
さ
せ
た
」と
主
張
し
て
い
る
。

し
か
し
、「
一
九
三
四
年
頃
に
い
た
っ
て
、
国
民
党
派
の
旧
軍
隊
の
投

降
や
逃
走
に
よ
り
、
国
民
党
勢
力
が
完
全
に
東
北
か
ら
消
失
し
た
。
そ

れ
と
反
対
に
、
中
国
共
産
党
が
東
北
の
各
抗
日
遊
撃
隊
、
抗
日
同
盟
軍
、

東
北
人
民
革
命
軍
と
聯
合
し
て
東
北
抗
日
聯
軍
を
結
成
し
、
日
本
侵
略

者
お
よ
び
傀
儡
軍
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
た
」が
、「
一
九
三
九
年
以
後
、

南
方
の
国
民
党
の
消
極
的
な
抗
戦
の
た
め
、
日
本
の
関
東
軍
が
軍
隊
を

集
結
し
て
、
全
面
的
に
東
北
抗
日
聯
軍
を
攻
撃
し
た
こ
と
か
ら
、
や
む

な
く
我
々
は
ソ
連
へ
撤
退
し
た（

11
（

」
と
す
る
。
ま
た
、「
東
北
抗
日
聯
軍

は
日
本
の
関
東
軍
を
牽
制
し
て
、
敵
を
勝
手
に
関
内
へ
侵
攻
さ
せ
ず
、

陪
都
重
慶
が
再
移
転
し
な
か
っ
た
こ
と
に
も
重
要
な
貢
献
が
あ
る
」
と

東
北
抗
日
聯
軍
の
功
績
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
戦
後

も「
抗
日
聯
軍
は
直
接
ソ
連
赤
軍
を
助
け
て
日
本
侵
略
者
を
駆
逐
し
た
」
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に
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た（

11
（

。
こ
れ
以
降
、
東
北
解
放
の
功
績
は
、
ソ

連
の
軍
事
力
よ
り
も
主
に
「
中
共
の
指
導
下
」
の
東
北
民
主
聯
軍
の
東

北
で
の
長
期
的
な
抵
抗
に
帰
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
一
九
四
五
年
一
二
月
一
二
日
、
中
共
中
央
東
北
局
政
務
委
員
兼
北
満

分
局
書
記
の
陳
雲
は
中
共
中
央
お
よ
び
東
北
局
に
東
北
抗
日
聯
軍
の
抗

日
の
功
績
を
宣
伝
す
る
こ
と
を
建
議
し（

11
（

、
一
九
四
六
年
一
月
一
六
日
か

ら
北
満
分
局
機
関
紙
の
『
哈
爾
浜
日
報
』
と
ハ
ル
ビ
ン
中
ソ
友
好
協
会

機
関
紙
の
『
北
光
日
報
』
に
「
東
北
抗
日
聯
軍
十
四
年
苦
闘
簡
史
」
を

連
載
さ
せ
た
が
、
中
共
中
央
お
よ
び
東
北
局
は
反
応
し
て
お
ら
ず
、『
東

北
日
報
』
も
東
北
抗
日
聯
軍
に
つ
い
て
集
中
的
な
報
道
を
行
っ
て
い
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
四
六
年
の
反
ソ
愛
国
運
動
の
展
開
に
い
た
っ

て
、
東
北
局
は
東
北
抗
日
聯
軍
に
関
す
る
宣
伝
に
注
目
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
一
九
四
六
年
二
月
二
七
日
、東
北
局
書
記
の
彭
真
は
陳
雲
に
対
し
て
、

①
八
・
一
五
前
の
北
満
洲
各
地
抗
日
聯
軍
の
活
動
状
況
（
幹
部
の
姓
名
、

人
数
、
時
間
、
場
所
）
お
よ
び
八
・
一
五
以
降
の
発
展
過
程
、
②
現
職

の
団
以
上
の
幹
部
の
姓
名
、
履
歴
な
ど
を
収
集
す
る
よ
う
求
め
た（

11
（

。
同

年
三
月
初
め
、中
共
中
央
は
彭
真
に
「
東
北
に
お
け
る
材
料
に
よ
っ
て
、

東
北
十
四
年
間
の
抗
日
戦
争
お
よ
び
抗
日
聯
軍
の
歴
史
、
抗
日
聯
軍
の

将
校
と
幹
部
お
よ
び
元
東
北
軍
将
校
呂
正
操
、
万
毅
、
張
学
詩
な
ど
の

紹
介
、
彼
ら
の
談
話
と
通
電
を
多
く
発
表
せ
よ
」
と
指
示
し
た（

11
（

。
彭
真

は
再
び
陳
雲
に
、「
国
民
党
反
動
派
の
反
ソ
反
共
運
動
お
よ
び
東
北
に

関
す
る
反
動
宣
伝
に
反
撃
す
る
た
め
に
、
日
本
降
伏
前
の
、
東
北
に
お

け
る
我
が
党
の
抗
日
活
動
、
特
に
武
装
活
動
と
地
下
軍
を
系
統
的
に
世

界
に
宣
伝
す
る
必
要
が
あ
る
。
速
や
か
に
宣
伝
で
き
る
よ
う
、李
兆
麟
、

馮
仲
雲
に
早
め
に
材
料
（
と
り
あ
え
ず
主
要
な
内
容
を
電
報
で
送
る
よ

う
に
）
を
書
い
て
送
る
よ
う
に
要
請
す
る（

11
（

」
こ
と
を
指
示
し
た
。
東
北

局
は
以
上
の
指
示
を
受
け
て
、
東
北
民
主
聯
軍
の
前
身
の
一
部
で
あ
る

東
北
抗
日
聯
軍
の
抗
日
へ
の
貢
献
を
ア
ピ
ー
ル
し
始
め
た
。
以
下
に
、

代
表
的
な
記
事
を
例
示
す
る
。

　
一
九
四
六
年
二
月
末
、『
東
北
日
報
』
に
は
新
華
社
記
者
に
よ
る
元

東
北
抗
日
聯
軍
将
軍
周
保
中
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
が
掲
載
さ
れ
た
。

周
保
中
は
、「
蔣
介
石
が
不
抵
抗
主
義
に
よ
っ
て
東
北
を
日
本
侵
略
者

に
売
り
渡
し
た
」
と
指
摘
し
、「
九
・
一
八
事
件
後
、
馬
占
山
な
ど
抗
日

の
旧
軍
隊
を
助
け
る
た
め
に
、
中
共
は
迅
速
に
愛
国
青
年
や
中
共
幹
部

を
動
員
し
て
旧
軍
隊
の
抗
日
活
動
に
参
加
さ
せ
た
」と
主
張
し
て
い
る
。

し
か
し
、「
一
九
三
四
年
頃
に
い
た
っ
て
、
国
民
党
派
の
旧
軍
隊
の
投

降
や
逃
走
に
よ
り
、
国
民
党
勢
力
が
完
全
に
東
北
か
ら
消
失
し
た
。
そ

れ
と
反
対
に
、
中
国
共
産
党
が
東
北
の
各
抗
日
遊
撃
隊
、
抗
日
同
盟
軍
、

東
北
人
民
革
命
軍
と
聯
合
し
て
東
北
抗
日
聯
軍
を
結
成
し
、
日
本
侵
略

者
お
よ
び
傀
儡
軍
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
た
」が
、「
一
九
三
九
年
以
後
、

南
方
の
国
民
党
の
消
極
的
な
抗
戦
の
た
め
、
日
本
の
関
東
軍
が
軍
隊
を

集
結
し
て
、
全
面
的
に
東
北
抗
日
聯
軍
を
攻
撃
し
た
こ
と
か
ら
、
や
む

な
く
我
々
は
ソ
連
へ
撤
退
し
た（

11
（

」
と
す
る
。
ま
た
、「
東
北
抗
日
聯
軍

は
日
本
の
関
東
軍
を
牽
制
し
て
、
敵
を
勝
手
に
関
内
へ
侵
攻
さ
せ
ず
、

陪
都
重
慶
が
再
移
転
し
な
か
っ
た
こ
と
に
も
重
要
な
貢
献
が
あ
る
」
と

東
北
抗
日
聯
軍
の
功
績
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
戦
後

も「
抗
日
聯
軍
は
直
接
ソ
連
赤
軍
を
助
け
て
日
本
侵
略
者
を
駆
逐
し
た
」
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（（

と
し
て
、
東
北
解
放
へ
の
功
績
を
も
強
調
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
対
日

抗
戦
の
功
績
が
あ
る
抗
日
聯
軍
が
、「
東
北
人
民
を
守
る
た
め
の
駐
在
、

東
北
の
各
事
業
へ
の
参
与
」
を
す
る
こ
と
が
、「
東
北
問
題
の
解
決
の

前
提
で
あ
る
」
と
主
張
し
た（

11
（

。「
楊
靖
宇
和
他
的
隊
伍
」
と
い
う
記
事

に
お
い
て
も
、
南
満
地
区
に
お
け
る
東
北
抗
日
聯
軍
の
楊
靖
宇
ら
の
抗

日
活
動
の
紹
介
を
通
じ
て
、
極
め
て
困
難
な
状
況
で
死
ぬ
ま
で
日
本
侵

略
者
お
よ
び
傀
儡
軍
と
戦
っ
た
精
神
は
賞
賛
に
値
す
る
と
伝
え
て
い

た（
（11
（

。『
東
北
日
報
』
は
、
こ
れ
は
東
北
抗
日
聯
軍
の
功
績
で
あ
る
の
み

な
ら
ず
、
東
北
抗
日
聯
軍
が
中
共
に
指
導
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
そ

の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
功
績
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
も
ア
ピ
ー
ル

し
た
。
一
九
四
六
年
三
月
一
七
日
、『
東
北
日
報
』
の
社
論
は
、「
国
民

党
派
の
旧
軍
隊
が
逃
走
し
た
後
、
中
共
の
指
導
に
基
づ
い
た
東
北
の
各

中
共
組
織
は
、
抗
日
統
一
戦
線
政
策
を
貫
徹
し
て
東
北
の
各
愛
国
抗
日

団
体
と
団
結
し
て
東
北
の
解
放
を
迎
え
た
。
現
在
、
東
北
抗
日
聯
軍
は

抗
日
部
隊
で
あ
る
八
路
軍
、
新
四
軍
お
よ
び
東
北
の
各
地
方
保
安
団
と

連
合
し
て
、
東
北
民
主
聯
軍
を
結
成
し
て
お
り
、
将
来
に
わ
た
る
東
北

の
民
主
自
治
の
た
め
に
、
依
然
と
し
て
中
共
と
と
も
に
奮
闘
す
べ
き
で

あ
る（

（1（
（

」
と
主
張
し
た
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
、
蔣
介
石
お
よ
び
国
民
政
府
は
日
本
の
侵
略
に

対
し
て
国
連
の
仲
裁
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
対
日
抗
戦
も
積
極
的
に

準
備
し
て
い
た
。「
九
・
一
八
事
件
」
後
、
蔣
介
石
も
「
親
が
な
く
な
る

こ
と
の
よ
う
に
心
を
痛
め
」、「
東
三
省
を
取
り
戻
せ
な
け
れ
ば
、
人
格

も
な
く
な
る
」と
嘆
い
た（

（10
（

。ま
た
蔣
介
石
は
様
々
な
機
会
に
お
い
て
、「
も

し
国
連
に
よ
っ
て
中
日
問
題
が
解
決
で
き
な
け
れ
ば
、
日
本
と
死
ぬ
ま

で
戦
う
」
と
表
明
し
た（

（10
（

。「
九
・
一
八
事
件
」
後
、
蔣
介
石
は
馬
占
山
ら

の
抗
日
軍
隊
を
賞
賛
し（

（10
（

、
日
本
に
対
し
て
「
交
渉
し
な
が
ら
、
抗
戦
を

準
備
す
る
」
政
策
を
取
っ
て
い
た（

（10
（

。
張
学
良
も
晩
年
に
数
度
、
不
抵
抗

の
命
令
は
国
民
党
中
央
か
ら
の
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
を
回
想
し
て
い

る（
（10
（

。
一
方
で
、
東
北
抗
日
聯
軍
の
牽
制
に
よ
っ
て
日
本
関
東
軍
が
中
国

内
地
に
進
攻
で
き
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
東
北
抗
日
聯
軍
は

一
九
三
四
年
か
ら
一
九
三
六
年
に
い
た
る
ま
で
の
間
、
人
数
が
一
番
多

い
時
期
で
あ
っ
て
も
、
三
万
人
余
り
し
か
い
な
か
っ
た（

（10
（

。
そ
の
内
、
非

中
共
系
の
軍
隊
が
半
分
を
占
め
て
い
た
。
三
万
人
に
よ
っ
て
、
数
十
万

人
の
日
本
関
東
軍
お
よ
び
満
洲
国
軍
を
牽
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
日
本
関
東
軍
の
駐
留
目
的
は
ソ
連
の
侵
攻
を
防
ぐ
こ

と
に
あ
り
、
東
北
抗
日
聯
軍
を
消
滅
す
る
た
め
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
一
九
四
一
年
ま
で
に
、
東
北
抗
日
聯
軍
は
千
人
足
ら
ず
に
な
り
、

ソ
連
領
内
に
撤
退
し
た
。
特
に
、
一
九
四
二
年
「
日
ソ
不
可
侵
条
約
」

が
締
結
さ
れ
る
と
、
東
北
抗
日
聯
軍
の
対
日
作
戦
が
ソ
連
側
に
よ
っ
て

許
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
四
五
年
に
な
る
と
、
東
北
抗
日

聯
軍
は
既
に
国
際
八
八
旅
と
し
て
ソ
連
極
東
軍
の
系
統
に
編
入
さ
れ
、

事
実
上
、
東
北
抗
日
聯
軍
と
い
う
系
統
は
消
滅
し
て
い
る（

（10
（

。

　
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、『
東
北
日
報
』
の
記
事
で
は
、
東
北
の
陥
落

な
ど
の
罪
を
蔣
介
石
お
よ
び
国
民
政
府
に
押
し
つ
け
て
、
東
北
民
衆
の

日
本
に
対
す
る
民
族
的
な
恨
み
を
、
蔣
介
石
お
よ
び
国
民
政
府
へ
転
嫁

し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
蔣
介
石
お
よ
び
国
民
政
府
は
、
東

北
の
解
放
に
功
績
が
な
い
の
み
な
ら
ず
、
東
北
を
売
渡
し
た
売
国
奴
と

し
て
罪
が
あ
る
か
ら
、
東
北
を
接
収
す
る
資
格
が
な
い
と
主
張
し
て
い
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（（

た
。
そ
の
一
方
で
、
国
民
党
側
の
抗
日
義
勇
軍
な
ど
の
活
動
を
低
く
評

価
し
、
東
北
抗
日
聯
軍
の
抗
日
功
績
を
誇
張
し
て
宣
伝
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
東
北
抗
日
聯
軍
が
抗
日
の
軍
隊
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
指
導

し
て
い
た
中
共
も
抗
日
の
組
織
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し

て
、
中
共
こ
そ
が
愛
国
者
で
あ
り
、
東
北
を
接
収
す
る
資
格
が
あ
る
と

し
、
中
共
の
支
配
の
正
当
性
を
主
張
し
よ
う
と
し
た
。

　
中
共
が
東
北
抗
日
聯
軍
の
功
績
の
宣
伝
に
力
を
注
ぎ
始
め
て
い
た
こ

の
時
期
の
一
九
四
六
年
三
月
九
日
、
元
東
北
抗
日
聯
軍
第
三
路
軍
総
指

揮
の
李
兆
麟（

（10
（

が
殺
害
さ
れ
た
。
日
中
戦
争
中
に
ソ
連
領
内
に
逃
れ
、
国

際
第
八
八
旅
の
政
治
副
旅
長
と
な
っ
た
李
兆
麟
は
、
戦
後
ソ
連
赤
軍
の

東
北
進
攻
と
と
も
に
中
国
に
帰
還
し
、
ハ
ル
ビ
ン
の
中
ソ
友
好
協
会
の

会
長
を
担
任
し
た
の
で
あ
っ
た
。
中
共
内
部
で
は
李
兆
麟
に
対
す
る
評

価
が
あ
ま
り
高
く
な
く
、
李
は
む
し
ろ
ソ
連
と
の
深
い
関
係
や
国
民
党

と
の
関
係
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
人
物
で
あ
っ
た
。
東
北
抗
日
聯
軍
将
軍

の
馮
仲
雲
は
、「
李
兆
麟
は
よ
い
指
導
者
で
は
な
く
、
野
心
が
あ
り
、

よ
い
党
員
で
は
な
い（

（（1
（

」、「
も
と
も
と
私
は
ハ
ル
ビ
ン
に
派
遣
さ
れ
、
李

兆
麟
は
瀋
陽
に
派
遣
さ
れ
た
。
し
か
し
、
瀋
陽
は
関
内
に
近
く
、
か
つ

李
兆
麟
の
立
場
は
安
定
し
て
な
い
か
ら
、
私
は
瀋
陽
へ
、
彼
が
ハ
ル
ビ

ン
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た（

（（（
（

」
と
回
想
し
て
い
る
。
張
聞
天
の
秘

書
何
方
は
「
李
兆
麟
は
主
に
ソ
連
赤
軍
の
命
令
に
従
い
、
思
想
が
右
寄

り
で
あ
る（

（（0
（

」
と
評
価
し
た
。
関
内
幹
部
と
東
北
抗
日
聯
軍
将
軍
と
の
間

に
も
様
々
な
矛
盾
・
対
立
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
四
八

年
六
月
、
中
共
東
北
局
は
、
東
北
抗
日
聯
軍
同
志
が
「
党
性
原
則
」(

党

員
と
し
て
の
原
則
的
な
立
場)

が
弱
く
、
党
の
指
導
地
位
に
対
す
る
認

識
が
不
足
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
こ
と
も
あ
っ
た（

（（0
（

。
国
民
党
側
接
収
人

員
の
陳
紀
瀅
は
「
李
兆
麟
は
自
分
が
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
共
産
党
で
あ
り
、

中
共
で
は
な
い
と
表
明
し
、
彼
が
内
戦
を
好
ま
ず
、
国
民
政
府
へ
の
接

近
を
行
い
、
李
兆
麟
の
暗
殺
は
中
共
の
内
部
の
矛
盾
に
よ
り
行
わ
れ

た（
（（0
（

」と
回
想
し
て
い
る
。
東
北
行
営（

（（0
（

経
済
委
員
会
主
任
委
員
張
嘉
璈
は
、

東
北
行
営
接
収
主
任
で
あ
っ
た
熊
式
輝
に
「
李
兆
麟
は
ソ
連
軍
に
支
持

さ
れ
て
お
り
、
延
安
と
一
致
し
て
い
な
い
。
彼
に
何
か
の
職
を
委
任
し

て
こ
そ
、
彼
の
軍
隊
を
国
府
軍
に
改
編
で
き
る
」
と
進
言
し
て
い
る（

（（0
（

。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
李
兆
麟
の
殺
害
は
東
北
抗
日
聯
軍
の
功
績
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
中
共
の
宣
伝
に
格
好
の
材
料
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
四
六
年
三
月
一
三
日
、
陳
雲
は
、
李
兆
麟
を
殺
害
し
た
犯
人
が

不
明
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、「
李
兆
麟
の
殺
害
は
国
民
党
特
務
反
動

派
が
現
在
の
反
ソ
反
共
高
潮
の
下
に
政
協
決
議
お
よ
び
全
国
平
和
民
主

を
破
壊
す
る
陰
謀
で
あ
る
」
と
断
定
し
、「
李
の
殺
害
の
状
況
お
よ
び

彼
の
履
歴
を
『
東
北
日
報
』
に
発
表
せ
よ
」
と
指
示
し
た
。
そ
し
て
宣

伝
で
は
、「
広
大
な
社
会
人
士
お
よ
び
人
民
の
支
持
を
獲
得
す
る
と
し

た
一
方
、
国
民
党
反
動
派
の
特
務
活
動
に
も
反
対
す
る
」
た
め
に
、「
李

兆
麟
は
東
北
に
お
け
る
抗
日
の
英
雄
で
あ
り
、
十
四
年
間
東
北
の
抗
日

戦
争
を
堅
持
し
た
。
東
北
の
解
放
後
、
彼
は
積
極
的
に
地
方
の
治
安
を

維
持
し
、
国
共
合
作
と
東
北
の
民
主
平
和
を
主
張
し
た
た
め
、
北
満
の

人
民
に
擁
護
さ
れ
て
い
た
」と
い
う
内
容
を
宣
伝
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

さ
ら
に
、「
各
省
は
あ
る
程
度
の
軍
隊
（
非
武
装
の
）
を
派
遣
し
て
追

悼
会
に
参
加
さ
せ
」、「
追
悼
会
に
お
い
て
、
我
々
は
人
民
政
府
が
犯
人

を
処
罰
し
、
特
務
活
動
を
取
り
締
ま
り
、
人
民
の
生
命
安
全
を
確
保
し
、
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た
。
そ
の
一
方
で
、
国
民
党
側
の
抗
日
義
勇
軍
な
ど
の
活
動
を
低
く
評

価
し
、
東
北
抗
日
聯
軍
の
抗
日
功
績
を
誇
張
し
て
宣
伝
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
東
北
抗
日
聯
軍
が
抗
日
の
軍
隊
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
指
導

し
て
い
た
中
共
も
抗
日
の
組
織
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し

て
、
中
共
こ
そ
が
愛
国
者
で
あ
り
、
東
北
を
接
収
す
る
資
格
が
あ
る
と

し
、
中
共
の
支
配
の
正
当
性
を
主
張
し
よ
う
と
し
た
。

　
中
共
が
東
北
抗
日
聯
軍
の
功
績
の
宣
伝
に
力
を
注
ぎ
始
め
て
い
た
こ

の
時
期
の
一
九
四
六
年
三
月
九
日
、
元
東
北
抗
日
聯
軍
第
三
路
軍
総
指

揮
の
李
兆
麟（

（10
（

が
殺
害
さ
れ
た
。
日
中
戦
争
中
に
ソ
連
領
内
に
逃
れ
、
国

際
第
八
八
旅
の
政
治
副
旅
長
と
な
っ
た
李
兆
麟
は
、
戦
後
ソ
連
赤
軍
の

東
北
進
攻
と
と
も
に
中
国
に
帰
還
し
、
ハ
ル
ビ
ン
の
中
ソ
友
好
協
会
の

会
長
を
担
任
し
た
の
で
あ
っ
た
。
中
共
内
部
で
は
李
兆
麟
に
対
す
る
評

価
が
あ
ま
り
高
く
な
く
、
李
は
む
し
ろ
ソ
連
と
の
深
い
関
係
や
国
民
党

と
の
関
係
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
人
物
で
あ
っ
た
。
東
北
抗
日
聯
軍
将
軍

の
馮
仲
雲
は
、「
李
兆
麟
は
よ
い
指
導
者
で
は
な
く
、
野
心
が
あ
り
、

よ
い
党
員
で
は
な
い（

（（1
（

」、「
も
と
も
と
私
は
ハ
ル
ビ
ン
に
派
遣
さ
れ
、
李

兆
麟
は
瀋
陽
に
派
遣
さ
れ
た
。
し
か
し
、
瀋
陽
は
関
内
に
近
く
、
か
つ

李
兆
麟
の
立
場
は
安
定
し
て
な
い
か
ら
、
私
は
瀋
陽
へ
、
彼
が
ハ
ル
ビ

ン
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た（

（（（
（

」
と
回
想
し
て
い
る
。
張
聞
天
の
秘

書
何
方
は
「
李
兆
麟
は
主
に
ソ
連
赤
軍
の
命
令
に
従
い
、
思
想
が
右
寄

り
で
あ
る（

（（0
（

」
と
評
価
し
た
。
関
内
幹
部
と
東
北
抗
日
聯
軍
将
軍
と
の
間

に
も
様
々
な
矛
盾
・
対
立
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
四
八

年
六
月
、
中
共
東
北
局
は
、
東
北
抗
日
聯
軍
同
志
が
「
党
性
原
則
」(

党

員
と
し
て
の
原
則
的
な
立
場)

が
弱
く
、
党
の
指
導
地
位
に
対
す
る
認

識
が
不
足
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
こ
と
も
あ
っ
た（

（（0
（

。
国
民
党
側
接
収
人

員
の
陳
紀
瀅
は
「
李
兆
麟
は
自
分
が
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
共
産
党
で
あ
り
、

中
共
で
は
な
い
と
表
明
し
、
彼
が
内
戦
を
好
ま
ず
、
国
民
政
府
へ
の
接

近
を
行
い
、
李
兆
麟
の
暗
殺
は
中
共
の
内
部
の
矛
盾
に
よ
り
行
わ
れ

た（
（（0
（

」と
回
想
し
て
い
る
。
東
北
行
営（

（（0
（

経
済
委
員
会
主
任
委
員
張
嘉
璈
は
、

東
北
行
営
接
収
主
任
で
あ
っ
た
熊
式
輝
に
「
李
兆
麟
は
ソ
連
軍
に
支
持

さ
れ
て
お
り
、
延
安
と
一
致
し
て
い
な
い
。
彼
に
何
か
の
職
を
委
任
し

て
こ
そ
、
彼
の
軍
隊
を
国
府
軍
に
改
編
で
き
る
」
と
進
言
し
て
い
る（

（（0
（

。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
李
兆
麟
の
殺
害
は
東
北
抗
日
聯
軍
の
功
績
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
中
共
の
宣
伝
に
格
好
の
材
料
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
四
六
年
三
月
一
三
日
、
陳
雲
は
、
李
兆
麟
を
殺
害
し
た
犯
人
が

不
明
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、「
李
兆
麟
の
殺
害
は
国
民
党
特
務
反
動

派
が
現
在
の
反
ソ
反
共
高
潮
の
下
に
政
協
決
議
お
よ
び
全
国
平
和
民
主

を
破
壊
す
る
陰
謀
で
あ
る
」
と
断
定
し
、「
李
の
殺
害
の
状
況
お
よ
び

彼
の
履
歴
を
『
東
北
日
報
』
に
発
表
せ
よ
」
と
指
示
し
た
。
そ
し
て
宣

伝
で
は
、「
広
大
な
社
会
人
士
お
よ
び
人
民
の
支
持
を
獲
得
す
る
と
し

た
一
方
、
国
民
党
反
動
派
の
特
務
活
動
に
も
反
対
す
る
」
た
め
に
、「
李

兆
麟
は
東
北
に
お
け
る
抗
日
の
英
雄
で
あ
り
、
十
四
年
間
東
北
の
抗
日

戦
争
を
堅
持
し
た
。
東
北
の
解
放
後
、
彼
は
積
極
的
に
地
方
の
治
安
を

維
持
し
、
国
共
合
作
と
東
北
の
民
主
平
和
を
主
張
し
た
た
め
、
北
満
の

人
民
に
擁
護
さ
れ
て
い
た
」と
い
う
内
容
を
宣
伝
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

さ
ら
に
、「
各
省
は
あ
る
程
度
の
軍
隊
（
非
武
装
の
）
を
派
遣
し
て
追

悼
会
に
参
加
さ
せ
」、「
追
悼
会
に
お
い
て
、
我
々
は
人
民
政
府
が
犯
人

を
処
罰
し
、
特
務
活
動
を
取
り
締
ま
り
、
人
民
の
生
命
安
全
を
確
保
し
、
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（0

民
主
を
実
現
し
、
共
産
党
の
合
法
地
位
を
承
認
し
、
政
協
決
議
を
実
行

し
、
東
北
問
題
を
平
和
的
に
解
決
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
要
求
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
命
じ
た
。
最
後
に
、
周
保
中
に
対
し
て
、

東
北
抗
日
聯
軍
の
名
義
で
「
国
民
党
に
犯
人
を
探
し
て
逮
捕
し
、
特
務

組
織
を
取
り
締
ま
る
よ
う
に
要
求
す
る
他
、
東
北
問
題
の
平
和
解
決
や

抗
日
聯
軍
の
承
認
も
提
出
す
べ
き
だ
、
と
い
う
全
国
通
電
を
発
せ
よ（

（（0
（

」

と
指
示
し
た
。

　
さ
ら
に
、
東
北
局
も
李
兆
麟
記
念
の
通
知
を
下
し
た
。
上
述
の
陳
雲

の
指
示
の
よ
う
に
「
李
兆
麟
が
国
民
党
反
動
派
に
殺
害
さ
れ
た
」
こ
と

以
外
に
、
東
北
抗
日
聯
軍
の
抗
日
の
功
績
を
重
心
的
に
宣
伝
し
、
国
民

党
反
動
派
の
陰
謀
を
暴
き
出
し
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
対
国
民
党
軍
の
作

戦
の
た
め
に
民
衆
を
動
員
し
よ
う
と
指
示
し
た
の
で
あ
る（

（（0
（

。

　『
東
北
日
報
』
は
指
示
に
従
い
、「
李
兆
麟
は
国
民
党
内
の
フ
ァ
シ
ズ

ム
反
動
派
に
殺
害
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
責
任
は
国
民
党
側
に
あ
る
」
と

断
定
し
た
。
そ
の
宣
伝
で
は
、「
国
民
党
が
接
収
し
た
長
春
、
瀋
陽
、

ハ
ル
ビ
ン
」
の
み
な
ら
ず
、「
全
国
各
地
の
国
民
党
に
統
治
さ
れ
て
い

る
街
で
は
、
暗
殺
、
逮
捕
な
ど
の
テ
ロ
の
雰
囲
気
に
満
ち
て
お
り
、
特

務
活
動
に
よ
り
、
人
民
の
安
全
と
民
主
の
権
益
を
保
証
で
き
な
い
」
と

主
張
し
た
。
そ
し
て
、
李
兆
麟
を
追
悼
す
る
一
方
、
全
国
の
愛
国
人
士

と
民
主
人
士
お
よ
び
平
和
を
望
む
す
べ
て
の
人
民
に
、
み
な
が
団
結
し

て
勝
利
の
結
果
を
守
ろ
う
、
と
警
告
し
た（

（（0
（

。
こ
こ
か
ら
、
自
己
の
主
張

を
実
現
す
る
た
め
に
、
中
間
派
な
ど
に
対
し
て
共
同
で
「
国
民
党
反
動

派
」
に
反
対
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
る
中
共
の
意
図
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
抗
日
英
雄
を
殺
害
し
た
「
国
民
党
反
動
派
」
は
売
国
、
特
に
東
北
を

売
り
渡
し
た
犯
人
だ
と
断
定
し
、
李
兆
麟
事
件
の
宣
伝
に
お
い
て
も
、

中
共
自
身
の
政
治
要
求
を
提
起
し
た
。
単
に
犯
人
の
処
罰
を
求
め
る
の

み
な
ら
ず
、
特
殊
な
事
件
を
拡
大
し
て
、「
中
共
政
権
を
承
認
し
、
民

主
聯
軍
の
地
位
を
確
定
す
る
」要
求
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
。
中
共
は
、

李
兆
麟
事
件
を
拡
大
し
て
政
治
意
味
を
付
与
す
る
姿
勢
を
明
ら
か
に

し
、
同
事
件
は
中
共
の
東
北
抗
日
聯
軍
に
関
す
る
宣
伝
の
重
要
な
一
環

に
な
っ
た
。
李
兆
麟
事
件
は
、
ソ
連
赤
軍
に
駆
逐
さ
れ
て
浜
県
に
駐
留

し
た
中
共
軍
が
李
兆
麟
を
追
悼
し
、
犯
人
を
探
し
て
逮
捕
す
る
と
い
う

口
実
に
よ
り
、
再
び
北
満
の
中
心
で
あ
る
ハ
ル
ビ
ン
に
入
り
、
国
民
政

府
接
収
人
員
を
駆
逐
し
て
、
北
満
に
根
拠
地
を
樹
立
す
る
上
で
、
重
要

な
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

終
わ
り
に

　
こ
れ
ま
で
検
討
し
た
東
北
に
お
け
る
中
共
の
宣
伝
戦
略
に
つ
い
て
、

最
後
に
こ
こ
で
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
、
東
北
に
進
入
し
た
中
共
組
織
や
軍
隊
が
ソ
連
軍
の
保
護
下
に

展
開
し
た
こ
と
か
ら
、
ソ
連
お
よ
び
ソ
連
軍
に
対
す
る
全
面
賛
美
に

よ
っ
て
ソ
連
軍
の
略
奪
、
暴
行
を
隠
し
、
ソ
連
の
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ

を
一
新
し
よ
う
と
し
た
他
、ソ
連
式
の
社
会
主
義
社
会
の
経
済
的
繁
栄
、

政
治
に
お
け
る
民
主
、
人
民
の
幸
福
な
生
活
の
イ
メ
ー
ジ
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
、
生
活
苦
に
陥
り
戦
乱
を
嫌
悪
す
る
東
北
民
衆
に
ソ
連
と
同
じ
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
を
持
つ
中
共
が
東
北
民
衆
を
率
い
、
ソ
連
式
の
社
会
主
義
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（1

の
繁
栄
を
実
現
し
、
民
衆
が
平
和
、
平
等
か
つ
幸
せ
に
生
活
で
き
る
と

い
う
将
来
像
を
示
し
た
。
中
共
は
、
こ
の
よ
う
な
宣
伝
に
よ
っ
て
東
北

民
衆
の
支
持
を
え
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
反
ソ
愛
国
運
動
の
衝
撃
を
受
け
、
中
共
宣
伝
機
関
は
ソ
連
の

権
威
を
維
持
す
る
こ
と
に
尽
力
す
る
一
方
で
、
ソ
連
軍
が
撤
退
し
て
中

共
の
東
北
地
方
政
権
お
よ
び
東
北
民
主
聯
軍
の
正
当
性
に
疑
義
を
呈
す

る
世
論
が
盛
り
上
が
る
と
、
中
共
は
東
北
に
政
権
と
軍
隊
を
維
持
す
る

た
め
の
新
た
な
根
拠
を
提
示
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。中
共
の
宣
伝
は
、

東
北
抗
日
聯
軍
の
抗
日
の
功
績
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
国
民
政
府
の

「
罪
」
を
拡
大
し
て
宣
伝
し
た
。
さ
ら
に
、
偶
然
に
発
生
し
た
「
李
兆

麟
事
件
」
を
巧
妙
に
利
用
し
て
、
中
共
お
よ
び
東
北
抗
日
聯
軍
の
抗
日

功
績
の
宣
伝
を
強
化
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
中
共
は
東
北
に
お
け
る
統
治
を
正
当
化
す
る
た
め

に
、
そ
の
政
策
を
調
整
し
、
そ
れ
に
と
も
な
い
、
中
共
宣
伝
の
方
針
も

変
化
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、「
東
北
解
放
の
功
績
」
も
「
ソ
連
赤
軍
」

か
ら
「
中
共
の
指
導
に
基
づ
い
た
東
北
抗
日
聯
軍
」
の
功
績
へ
と
変
化

し
、
抗
日
戦
争
を
堅
持
し
て
い
た
愛
国
者
の
中
共
こ
そ
が
、
東
北
を
統

治
す
る
正
当
性
を
持
つ
は
ず
で
あ
る
と
、
東
北
社
会
の
世
論
に
訴
え
た

の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
本
論
で
は
中
共
の
宣
伝
政
策
の
効
果
に
つ
い
て
、
十
分
に

検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
高
華
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
「
中

共
の
勝
利
は
ま
ず
軍
事
的
な
勝
利
で
あ
る（

（01
（

」
と
い
え
る
が
、
中
共
の
宣

伝
活
動
は
軍
事
勝
利
の
実
現
を
加
速
さ
せ
、
軍
事
勝
利
の
結
果
を
強
化

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
共
の
宣
伝
は
中
共
お
よ
び
東
北
抗
日
聯
軍
の

功
績
を
繰
り
返
し
宣
伝
し
て
、「
中
共
の
東
北
占
領
の
正
当
性
」
を
東

北
民
衆
に
訴
え
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
た
と
え
限
定
的
で
あ
っ
た
と
し
て

も
「
東
北
民
衆
の
中
共
に
対
す
る
理
解
を
促
進
し
た（

（0（
（

」
こ
と
は
、
や
は

り
否
定
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
問
題
の
検
討
に
は
内
部
史
料
の
発
掘
・
分
析
な
ど
、
宣
伝
そ
の

も
の
の
分
析
と
は
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
り
、
こ
こ
で
十
分

に
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
ソ
連
イ
メ
ー
ジ
の
宣
伝
に

つ
い
て
内
部
史
料
に
即
し
て
若
干
の
指
摘
を
し
て
お
き
た
い
。

一
九
四
六
年
二
月
、
東
北
現
地
の
ソ
連
情
報
人
員
は
モ
ス
ク
ワ
に
対
す

る
報
告
の
中
で
、
中
共
占
領
区
に
お
け
る
共
産
党
組
織
の
合
法
化
に
と

も
な
い
、
樹
立
さ
れ
た
群
衆
民
主
聯
盟
と
協
会
な
ど
は
東
北
民
衆
に
対

し
て
政
治
工
作
を
行
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ソ
連
お
よ
び
ソ
連
軍
の
影
響

を
強
化
し
、
東
北
民
衆
は
ソ
連
に
対
し
て
友
好
的
な
感
情
を
持
っ
て
い

る
と
指
摘
し
て
い
る（

（00
（

。
し
か
し
、
中
共
は
ソ
連
賛
美
な
ど
の
宣
伝
を
通

し
て
、
東
北
民
衆
お
よ
び
中
共
人
員
の
ソ
連
に
対
す
る
嫌
悪
感
を
一
掃

す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
中
共
系
の
人
々
の
中
で
も
反
ソ
的
な
言
動
が
行

わ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
一
九
四
七
年
末
、
東
北
中
東
鉄
道
管
理
局
中

共
人
員
の
黄
逸
峰
は
ソ
連
人
の
大
国
主
義
に
対
し
て
不
満
を
持
っ
て
お

り
、
晩
餐
会
で
中
国
女
性
を
か
ら
か
っ
た
鉄
道
管
理
局
の
ソ
連
人
を
激

し
く
叱
責
し
た
。
左
派
作
家
蕭
軍
は
「
無
条
件
に
ソ
連
を
擁
護
す
る
」

こ
と
に
賛
成
せ
ず
に
、
ソ
連
人
を
「
本
当
の
ソ
連
人
民
」
と
「
犯
罪
を

犯
し
た
ソ
連
人
」
に
分
け
て
対
応
す
べ
き
だ
と
主
張
し
、
さ
ら
に

一
九
四
八
年
『
文
化
報
』
に
お
い
て
ソ
連
を
「
赤
色
帝
国
主
義
」
と
批

判
す
る
言
論
を
展
開
し
て
、「
反
ソ
反
共
反
人
民
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
被
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と
、
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、
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、
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（
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と
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ど
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分
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る
ア
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感
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、
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の
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で
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な
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例
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ば
、
一
九
四
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末
、
東
北
中
東
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中

共
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の
黄
逸
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は
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連
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の
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に
対
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不
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を
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で
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に
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に
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を
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本
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を
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（（

せ
ら
れ
た（

（00
（

。
さ
ら
に
、
大
勢
の
人
々
が
一
九
五
〇
年
代
の
三
反
運
動
に

お
い
て
、
反
ソ
分
子
と
し
て
弾
圧
さ
れ
て
い
る（

（00
（

。
宣
伝
に
よ
る
イ
メ
ー

ジ
改
善
の
一
方
で
、
言
論
統
制
や
政
治
闘
争
な
ど
に
よ
る
異
論
の
排
除

を
通
じ
て
、
中
共
や
ソ
連
に
対
す
る
支
持
が
社
会
に
定
着
し
て
い
っ
た

こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
問
題
に
関
す
る
検
討
は
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。

註（
1
）　
牛
軍
「
論
中
蘇
同
盟
的
起
源
」『
中
国
社
会
科
学
』
一
九
九
六
年
第

二
期
、沈
志
華
「
蘇
聯
出
兵
中
国
東
北:

目
的
和
結
果
」『
冷
戦
的
起
源
』

九
州
出
版
社
、
二
○
一
三
年
、
楊
奎
松
『
中
間
地
帯
的
革
命
』
山
西
人

民
出
版
社
、
二
○
一
○
年
。

　（
（
）　
丸
山
鋼
二
「
戦
後
満
洲
に
お
け
る
中
共
軍
の
武
器
調
達
―
ソ
連
軍
の

『
暗
黙
の
協
力
』
を
め
ぐ
っ
て
」『
近
代
中
国
東
北
地
域
史
研
究
の
新
視

角
』
山
川
出
版
社
、
二
○
○
五
年
、
同
「
戦
後
初
期
の
満
洲
に
お
け
る

中
国
共
産
党
の
『
政
府
』
樹
立
工
作
」『
文
教
大
学
国
際
学
部
紀
要
』

第
一
六
巻
一
号
、
二
○
○
五
年
。

　（
（
）　
飯
塚
靖
「
国
共
内
戦
期
・
中
国
共
産
党
に
よ
る
東
北
根
拠
地
で
の
兵

器
生
産
」（
Ⅰ
）（
Ⅱ
）（
Ⅲ
）『
下
関
市
立
大
学
論
集
』
第
五
七
巻
第
三
号
、

二
○
一
四
年
、
第
五
八
巻
第
二
号
、
二
○
一
四
年
、
第
五
八
巻
第
三
号
、

二
○
一
五
年
。

　（
（
）　
政
治
戦
略
の
運
用
、
近
代
的
兵
器
の
競
争
、
戦
場
に
お
け
る
兵
士
の

戦
闘
の
三
つ
の
戦
線
の
他
、
宣
伝
戦
が
第
四
戦
線
と
さ
れ
て
い
る
。
汪

学
起
、
是
翰
生
『
第
四
戦
線
―
国
民
党
中
央
広
播
電
台
掇
実
』
中
国
文

史
出
版
社
、
一
九
八
八
年
。

　（
（
）　
中
共
湘
贛
省
委
常
委
会
「
宣
伝
鼓
動
工
作
決
議
」(

一
九
三
二
年
六

月
一
九
日)

、
劉
雲
『
中
央
蘇
区
文
化
芸
術
史
』
百
花
洲
文
芸
出
版
社
、

一
九
九
八
年
、
四
○
、
八
七
頁
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
レ
ー
ニ
ン
が
語
っ

た
言
葉
と
さ
れ
る
。

　（
（
）　
高
狄
「
堅
持
党
報
的
党
性
原
則
」、
人
民
日
報
海
外
版
編
『
論
党
的

新
聞
工
作
』
人
民
日
報
出
版
社
、
一
九
九
○
年
、
四
八
頁
。

　（
（
）　
余
敏
玲
「
偉
大
領
袖V

S.

人
民
公
敵:

蔣
介
石
形
像
塑
造
与
国
共
宣

伝
戦
（
一
九
四
五
―
一
九
四
九
）」『
蔣
介
石
与
現
代
中
国
的
形
塑
』
第

一
冊
「
領
袖
的
淬
煉
」
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、
二
○
一
三
年
、

八
八
―
一
二
五
頁
。

　（
（
）　
余
敏
玲
「
学
習
蘇
聯:

中
共
宣
伝
与
民
間
回
応
」『
中
央
研
究
院
近
代

史
研
究
所
集
刊
』
第
四
○
期
、
二
○
○
三
年
、
九
九
―
一
三
九
頁
。

　（
（
）　
鄭
成
『
国
共
内
戦
期
の
中
共
・
ソ
連
関
係
―
旅
順
・
大
連
地
区
を
中

心
に
』
御
茶
の
水
書
房
、
二
○
一
二
年
、
一
六
五
―
二
一
一
頁
。

　（
10
）　
梅
村
卓『
中
国
共
産
党
の
メ
デ
ィ
ア
と
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
―
戦
後
満
洲
・

東
北
地
域
の
歴
史
的
展
開
』
御
茶
の
水
書
房
、
二
○
一
五
年
。

　（
11
）　
梅
村
卓
「
李
兆
麟
暗
殺
事
件
を
め
ぐ
る
記
念
と
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
」『
東

洋
学
報
』
第
九
五
巻
、
二
○
一
三
年
、
二
九
一
―
三
一
九
頁
。

　（
1（
）　
迪
特
・
海
茵
茨
希(D

ieter�H
einzig)(

張
文
武
、
李
丹
琳
訳)

『
中
蘇

走
向
同
盟
的
堅
難
歴
程
』
新
華
出
版
社
、
二
○
○
一
年
、
一
四
八
頁
。

　（
1（
）　
江
沛
、
紀
亜
光
「
一
九
四
六
年
二
月
反
蘇
運
動
述
評
」『
江
西
師
範

大
学
学
報
』
第
三
六
巻
第
一
期
、
二
○
○
三
年
一
月
、
六
五
―

七
二
、七
八
頁
、
と
饒
品
良
「
戦
後
中
蘇
東
北
問
題
交
渉
与
国
統
区
的

民
衆
反
蘇
運
動
」『
俄
羅
斯
研
究
』
第
一
三
九
期
、二
○
○
六
年
第
一
期
、

六
五
―
六
九
頁
、
は
、「
反
ソ
運
動
は
国
民
党
反
動
派
の
反
共
陰
謀
で

あ
る
」
と
い
う
中
共
の
一
貫
し
た
主
張
を
否
定
し
て
、「
反
ソ
愛
国
運
動
」

は
青
年
学
生
お
よ
び
社
会
各
界
に
よ
る
愛
国
心
に
基
づ
く
愛
国
運
動
で

あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

　（
1（
）　「
希
金
致
莫
洛
託
夫
報
告:

東
北
民
衆
対
蘇
聯
的
態
度
」（
一
九
四
六

年
二
月
二
一
日
）、
沈
志
華
編
『
俄
羅
斯
解
密
档
案
選
編:

中
蘇
関
係
』

_史学研究302.indb   42 19/04/10   15:26

　戦後初期、東北における中国共産党の宣伝戦略の展開―反ソ愛国運動前後における『東北日報』の報道を中心に―（紀）

（（

第
一
巻
、
東
方
出
版
中
心
、
二
○
一
四
年
、
一
三
六
―
一
三
七
頁
。

　（
1（
）　
彭
真
「
我
們
的
任
務
是
争
取
全
東
北
」（
一
九
四
五
年
十
月
二
十
六

日
）、
中
共
中
央
文
献
編
輯
委
員
会
『
彭
真
文
選
』
人
民
出
版
社
、

一
九
九
一
年
、
一
○
五
頁
。
彭
真
は
「
東
北
民
衆
は
国
家
観
念
、
民
族

観
念
が
強
い
が
、
階
級
観
念
が
曖
昧
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　（
1（
）　
遼
寧
省
日
報
社
編
『
東
北
日
報
簡
史
』
遼
寧
日
報
社
、
一
九
八
八
年
、

一
―
四
、一
二
五
―
一
四
四
頁
。

　（
1（
）　
陸
定
一
「
我
們
対
於
新
聞
学
的
基
本
観
点
」『
解
放
日
報
』
一
九
四
三

年
九
月
一
日
。

　（
1（
）　
胡
喬
木
「
報
紙
是
人
民
的
教
科
書
」『
解
放
日
報
』
一
九
四
三
年
一

月
二
六
日
。

　（
1（
）　
エ
ド
ガ
ー
・
ス
ノ
ー
著
、小
野
田
耕
三
郎
、都
留
信
夫
訳
『
中
共
雑
記
』

未
来
社
、
一
九
六
四
年
、
九
○
頁
。

　（
（0
）　「
堅
持
党
報
的
党
性
原
則
」、
前
掲
『
論
党
的
新
聞
工
作
』、
四
六
頁
。

　（
（1
）　「
彼
得
羅
夫
与
赫
爾
利
談
話
紀
要:�

赫
爾
利
訪
蘇
情
況
」（
一
九
四
五

年
五
月
一
○
日
）、
前
掲
『
俄
羅
斯
解
密
档
案
選
編
・
中
蘇
関
係
』
第

一
巻
、
三
四
頁
。

　（
（（
）　「
斯
大
林
与
中
国
内
戦
的
起
源
」、前
掲
『
冷
戦
的
起
源
』、一
五
七
頁
。

　（
（（
）　
ソ
連
は
「
ヤ
ル
タ
協
定
」
お
よ
び
「
中
ソ
友
好
同
盟
条
約
」
を
通
じ

て
米
国
と
国
民
政
府
か
ら
獲
得
し
た
「
外
モ
ン
ゴ
ル
現
状
維
持
、
中
東

鉄
道
の
中
ソ
共
営
、
大
連
旅
順
の
ソ
連
特
権
」
を
確
保
す
る
た
め
に
、

一
九
四
五
年
八
月
二
○
日
、
毛
沢
東
に
「
中
国
に
内
戦
の
発
動
は
許
さ

れ
ず
、
毛
沢
東
は
重
慶
談
判
に
参
加
す
べ
き
で
あ
る
」
と
勧
め
た
。
沈

志
華
『
中
蘇
関
係
史
綱
』
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
○
一
一
年
、

九
二
―
九
三
頁
。

　（
（（
）　
蔣
介
石
は
、
一
九
四
五
年
八
月
一
四
日
、
二
○
日
、
二
三
日
の
三
回

に
わ
た
っ
て
、
毛
沢
東
に
「
国
事
を
協
議
す
る
た
め
に
重
慶
を
訪
問
す

る
」
よ
う
要
請
し
た
。「
蔣
主
席
邀
毛
沢
東
来
渝
共
商
国
事
電
」（
一
四

日
）、「
蔣
主
席
再
電
毛
沢
東
昭
示
終
結
内
争
不
容
再
有
并
促
速
来
渝
文
」

（
二
○
日
）、「
蔣
主
席
三
電
毛
沢
東
盻
与
周
恩
来
同
来
渝
商
談
文
」（
二
三

日
）�

、
中
国
国
民
党
中
央
委
員
会
党
史
委
員
会
『
中
華
民
国
重
要
史
料

初
編

　
対
日
抗
戦
時
期
第
七
編
・
戦
後
中
国
』（
二
）、
国
史
館
、

二
三
、二
七
―
二
八
、二
八
―
二
九
頁
。

　

　（
（（
）　「
国
民
党
政
府
与
中
共
代
表
談
判
紀
要
」『
重
慶
談
判
史
料
』
四
川
人

民
出
版
社
、
一
九
八
○
年
、
一
九
―
二
三
頁
。『
解
放
日
報
』
一
九
四
五

年
一
○
月
一
二
日
。

　（
（（
）　
汪
朝
光
『
中
華
民
国
史
』
第
三
編
第
五
巻
、
中
華
書
局
、
六
四
―

六
六
頁
。

　（
（（
）　「
中
央
関
於
集
中
主
力
拒
止
蔣
軍
登
陸
給
東
北
局
的
指
示
」

（
一
九
四
五
年
一
○
月
一
九
日
）『
中
共
中
央
文
件
選
集
』
第
一
五
冊
、

中
共
中
央
党
校
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
三
六
四
頁
。

　（
（（
）　「
斯
大
林
与
中
国
内
戦
的
起
源
」、
前
掲
『
冷
戦
的
起
源
』、
一
七
二
―

一
七
三
頁
。

　（
（（
）　
李
鴻
文
、張
本
政
『
東
北
大
事
記
』
吉
林
文
史
出
版
社
、一
九
八
七
年
、

一
○
四
九
、一
○
五
一
頁
。

　（
（0
）　「
増
兵
東
北
之
部
署
」（
一
九
四
五
年
一
一
月
四
日
）、
中
共
中
央
文

献
研
究
室
編
『
毛
沢
東
文
集
』
第
四
巻
、
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
年
、

六
三
頁
。

　（
（1
）　
呂
芳
上
主
編
『
蔣
中
正
先
生
年
譜
長
編
』
第
八
巻
、
国
史
館
、
二
○

一
五
年
、
一
九
一
、二
二
四
頁
。

　（
（（
）　
一
九
四
五
年
一
二
月
二
七
日
、
中
共
代
表
団
の
周
恩
来
は
国
民
政
府

に
無
条
件
停
戦
と
い
う
意
見
を
提
案
し
た
。
中
共
側
は
国
民
政
府
と
交

渉
し
て
、
一
九
四
六
年
一
月
五
日
に
「
停
戦
協
定
」
に
合
意
し
、
一
○

日
に
「
関
於
停
止
衝
突
回
復
交
通
的
命
令
与
声
明
」
を
発
表
し
た
。

　（
（（
）　「
政
治
協
商
会
議
通
過
五
項
要
案
全
文
」『
中
央
日
報
』（
重
慶
版
）

一
九
四
六
年
二
月
一
日
。
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（（

第
一
巻
、
東
方
出
版
中
心
、
二
○
一
四
年
、
一
三
六
―
一
三
七
頁
。

　（
1（
）　
彭
真
「
我
們
的
任
務
是
争
取
全
東
北
」（
一
九
四
五
年
十
月
二
十
六

日
）、
中
共
中
央
文
献
編
輯
委
員
会
『
彭
真
文
選
』
人
民
出
版
社
、

一
九
九
一
年
、
一
○
五
頁
。
彭
真
は
「
東
北
民
衆
は
国
家
観
念
、
民
族

観
念
が
強
い
が
、
階
級
観
念
が
曖
昧
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　（
1（
）　
遼
寧
省
日
報
社
編
『
東
北
日
報
簡
史
』
遼
寧
日
報
社
、
一
九
八
八
年
、

一
―
四
、一
二
五
―
一
四
四
頁
。

　（
1（
）　
陸
定
一
「
我
們
対
於
新
聞
学
的
基
本
観
点
」『
解
放
日
報
』
一
九
四
三

年
九
月
一
日
。

　（
1（
）　
胡
喬
木
「
報
紙
是
人
民
的
教
科
書
」『
解
放
日
報
』
一
九
四
三
年
一

月
二
六
日
。

　（
1（
）　
エ
ド
ガ
ー
・
ス
ノ
ー
著
、小
野
田
耕
三
郎
、都
留
信
夫
訳
『
中
共
雑
記
』

未
来
社
、
一
九
六
四
年
、
九
○
頁
。

　（
（0
）　「
堅
持
党
報
的
党
性
原
則
」、
前
掲
『
論
党
的
新
聞
工
作
』、
四
六
頁
。

　（
（1
）　「
彼
得
羅
夫
与
赫
爾
利
談
話
紀
要:�

赫
爾
利
訪
蘇
情
況
」（
一
九
四
五

年
五
月
一
○
日
）、
前
掲
『
俄
羅
斯
解
密
档
案
選
編
・
中
蘇
関
係
』
第

一
巻
、
三
四
頁
。

　（
（（
）　「
斯
大
林
与
中
国
内
戦
的
起
源
」、前
掲
『
冷
戦
的
起
源
』、一
五
七
頁
。

　（
（（
）　
ソ
連
は
「
ヤ
ル
タ
協
定
」
お
よ
び
「
中
ソ
友
好
同
盟
条
約
」
を
通
じ

て
米
国
と
国
民
政
府
か
ら
獲
得
し
た
「
外
モ
ン
ゴ
ル
現
状
維
持
、
中
東

鉄
道
の
中
ソ
共
営
、
大
連
旅
順
の
ソ
連
特
権
」
を
確
保
す
る
た
め
に
、

一
九
四
五
年
八
月
二
○
日
、
毛
沢
東
に
「
中
国
に
内
戦
の
発
動
は
許
さ

れ
ず
、
毛
沢
東
は
重
慶
談
判
に
参
加
す
べ
き
で
あ
る
」
と
勧
め
た
。
沈

志
華
『
中
蘇
関
係
史
綱
』
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
○
一
一
年
、

九
二
―
九
三
頁
。

　（
（（
）　
蔣
介
石
は
、
一
九
四
五
年
八
月
一
四
日
、
二
○
日
、
二
三
日
の
三
回

に
わ
た
っ
て
、
毛
沢
東
に
「
国
事
を
協
議
す
る
た
め
に
重
慶
を
訪
問
す

る
」
よ
う
要
請
し
た
。「
蔣
主
席
邀
毛
沢
東
来
渝
共
商
国
事
電
」（
一
四

日
）、「
蔣
主
席
再
電
毛
沢
東
昭
示
終
結
内
争
不
容
再
有
并
促
速
来
渝
文
」

（
二
○
日
）、「
蔣
主
席
三
電
毛
沢
東
盻
与
周
恩
来
同
来
渝
商
談
文
」（
二
三

日
）�

、
中
国
国
民
党
中
央
委
員
会
党
史
委
員
会
『
中
華
民
国
重
要
史
料

初
編

　
対
日
抗
戦
時
期
第
七
編
・
戦
後
中
国
』（
二
）、
国
史
館
、

二
三
、二
七
―
二
八
、二
八
―
二
九
頁
。

　

　（
（（
）　「
国
民
党
政
府
与
中
共
代
表
談
判
紀
要
」『
重
慶
談
判
史
料
』
四
川
人

民
出
版
社
、
一
九
八
○
年
、
一
九
―
二
三
頁
。『
解
放
日
報
』
一
九
四
五

年
一
○
月
一
二
日
。

　（
（（
）　
汪
朝
光
『
中
華
民
国
史
』
第
三
編
第
五
巻
、
中
華
書
局
、
六
四
―

六
六
頁
。

　（
（（
）　「
中
央
関
於
集
中
主
力
拒
止
蔣
軍
登
陸
給
東
北
局
的
指
示
」

（
一
九
四
五
年
一
○
月
一
九
日
）『
中
共
中
央
文
件
選
集
』
第
一
五
冊
、

中
共
中
央
党
校
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
三
六
四
頁
。

　（
（（
）　「
斯
大
林
与
中
国
内
戦
的
起
源
」、
前
掲
『
冷
戦
的
起
源
』、
一
七
二
―

一
七
三
頁
。

　（
（（
）　
李
鴻
文
、張
本
政
『
東
北
大
事
記
』
吉
林
文
史
出
版
社
、一
九
八
七
年
、

一
○
四
九
、一
○
五
一
頁
。

　（
（0
）　「
増
兵
東
北
之
部
署
」（
一
九
四
五
年
一
一
月
四
日
）、
中
共
中
央
文

献
研
究
室
編
『
毛
沢
東
文
集
』
第
四
巻
、
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
年
、

六
三
頁
。

　（
（1
）　
呂
芳
上
主
編
『
蔣
中
正
先
生
年
譜
長
編
』
第
八
巻
、
国
史
館
、
二
○

一
五
年
、
一
九
一
、二
二
四
頁
。

　（
（（
）　
一
九
四
五
年
一
二
月
二
七
日
、
中
共
代
表
団
の
周
恩
来
は
国
民
政
府

に
無
条
件
停
戦
と
い
う
意
見
を
提
案
し
た
。
中
共
側
は
国
民
政
府
と
交

渉
し
て
、
一
九
四
六
年
一
月
五
日
に
「
停
戦
協
定
」
に
合
意
し
、
一
○

日
に
「
関
於
停
止
衝
突
回
復
交
通
的
命
令
与
声
明
」
を
発
表
し
た
。

　（
（（
）　「
政
治
協
商
会
議
通
過
五
項
要
案
全
文
」『
中
央
日
報
』（
重
慶
版
）

一
九
四
六
年
二
月
一
日
。
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（（

　（
（（
）　「
毛
沢
東
関
於
抗
戦
勝
利
後
的
方
針
給
饒
漱
石
等
的
指
示
」

（
一
九
四
五
年
八
月
二
四
日
）『
中
共
中
央
文
件
選
集
』
第
一
五
冊
、

二
四
五
―
二
四
六
頁
。

　（
（（
）　
重
慶
市
政
協
文
史
資
料
研
究
委
員
会
『
政
治
協
商
会
議
紀
実
』
重
慶

出
版
社
、
二
○
一
六
年
、
五
五
九
―
五
八
○
頁
。

　（
（（
）　
前
掲
「
偉
大
領
袖V

S.

人
民
公
敵:

蔣
介
石
形
像
塑
造
与
国
共
宣
伝

戦
（
一
九
四
五
―
一
九
四
九
）」。

　（
（（
）　
前
掲
「
蘇
聯
出
兵
中
国
東
北:

目
的
和
結
果
」、
一
四
八
頁
。

　（
（（
）　
薛
銜
天
「
蘇
聯
拆
運
東
北
機
器
設
備
評
述
」、
中
国
社
会
科
学
院
近

代
史
研
究
所
『
近
代
中
国
与
世
界
』
第
一
巻
、
二
○
○
五
年
、

六
三
九
―
六
五
一
頁
。
前
掲
「
蘇
聯
出
兵
中
国
東
北:

目
的
和
結
果
」。

蔣
清
宏「
蘇
軍
拆
遷
東
北
工
鉱
業
与
戦
後
賠
償
研
究
」『
抗
日
戦
争
研
究
』

二
○
○
四
年
第
二
期
、
一
七
六
―
二
○
八
頁
。

　（
（（
）　
姜
万
里
「
中
蘇
団
結
旗
号
下
的
強
迫
失
憶
」『
炎
黄
春
秋
』
二
○

一
二
年
第
八
期
、
五
七
―
五
九
頁
。
前
掲
「
学
習
蘇
聯
：
中
共
宣
伝
与

民
間
回
応
」。
潘
鵬
「
中
国
民
衆
『
疑
蘇
』
情
緒
研
究
（
一
九
四
六
―

一
九
五
○
）―
兼
談
中
蘇
友
好
協
会
成
立
的
原
因
」『
成
都
大
学
学
報（
社

科
版
）』二
○
○
八
年
第
二
期
、三
三
頁
。
山
大
柏『
我
是
日
軍
翻
訳
官
―

偽
満
「
江
上
軍
」
親
歴
記
』、
春
風
文
芸
出
版
社
、
二
○
○
○
年
、

四
五
一
―
四
五
二
頁
。

　（
（0
）　
劉
徳
栄
「
黄
克
誠
率
部
進
軍
黒
土
地
」『
炎
黄
春
秋
』
二
○
○
一
年

第
二
期
。

　（
（1
）　
前
掲
『
中
蘇
関
係
史
綱
』、
九
二
―
九
三
頁
。

　（
（（
）　
張
莘
夫
は
吉
林
省
長
吉
出
身
で
あ
り
、
著
名
な
中
国
地
質
専
門
家
で

あ
る
。
一
九
四
六
年
一
月
中
旬
、
東
北
行
営
経
済
主
任
張
嘉
璈
の
命
令

を
奉
じ
、
撫
順
へ
石
炭
鉱
場
の
接
収
に
赴
い
た
が
、
ソ
連
赤
軍
お
よ
び

中
共
軍
に
阻
止
さ
れ
た
。
接
収
失
敗
後
、
一
九
四
六
年
一
月
一
六
日
、

瀋
陽
へ
の
帰
途
、
李
石
寨
に
お
い
て
他
の
八
人
と
と
も
に
東
北
民
主
聯

軍
の
莫
広
成
ら
に
殺
害
さ
れ
た
。「
張
莘
夫
案
調
査
報
告
書
」、「
国
防

部
判
決
書
」、
前
掲
『
中
華
民
国
重
要
史
料
初
編

　
対
日
抗
戦
時
期
第

七
編
・
戦
後
中
国
』（
一
）、
三
二
○
―
三
二
四
、三
三
九
―
三
四
一
頁
、

朱
彧「
張
莘
夫
遇
害
事
件
真
相
考
」『
炎
黄
春
秋
』二
○
一
三
年
第
三
期
。

　（
（（
）　
東
北
民
主
聯
軍
は
東
北
自
治
軍
か
ら
改
名
さ
れ
た
中
国
人
民
解
放
軍

第
四
野
戦
軍
の
前
身
部
隊
で
あ
る
。
一
九
四
五
年
八
月
以
降
、
ソ
連
と

国
民
政
府
と
の
合
意
に
よ
り
、
ソ
連
は
東
北
の
政
権
を
国
民
政
府
に
移

管
し
た
が
、
そ
の
際
、
ソ
連
の
外
交
義
務
に
配
慮
し
て
、
東
北
に
進
入

し
た
中
共
軍
は
八
路
軍
や
新
四
軍
の
番
号
を
使
わ
ず
に
、
人
民
自
治
軍
、

地
方
自
治
軍
、
保
安
団
な
ど
を
名
乗
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
○
月
三
一

日
、
中
共
中
央
軍
委
の
指
示
に
よ
り
、
東
北
に
お
け
る
八
路
軍
、
新
四

軍
お
よ
び
東
北
抗
日
聯
軍
を
基
礎
に
発
展
し
た
東
北
人
民
自
衛
軍
、
改

編
さ
れ
た
各
中
共
軍
を
統
一
し
て
東
北
人
民
自
治
軍
に
改
名
し
た
。
さ

ら
に
、
一
九
四
六
年
一
月
一
四
日
、
東
北
に
お
け
る
東
北
人
民
自
治
軍

は
東
北
民
主
聯
軍
に
改
名
し
た
。
中
国
軍
事
科
学
院
軍
事
歴
史
研
究
部

『
中
国
人
民
解
放
軍
全
史
』
第
五
巻
、軍
事
科
学
出
版
社
、二
○
○
○
年
、

一
―
一
○
頁
、『
東
北
抗
日
聯
軍
史
』
中
共
党
史
出
版
社
、二
○
一
五
年
、

一
○
二
八
―
一
○
三
四
頁
、趙
俊
清『
周
保
中
伝
』黒
龍
江
人
民
出
版
社
、

二
○
一
一
年
、
五
六
三
―
五
七
八
頁
な
ど
。

　（
（（
）　「
誠
摯
関
切
東
北
問
題�

沙
磁
区
大
中
学
生
今
来
渝
遊
行
」『
中
央
日
報
』

一
九
四
六
年
二
月
二
二
日
。

　（
（（
）　
国
民
政
府
と
ソ
連
政
府
は
、
ソ
連
軍
が
満
洲
に
進
入
し
た
後
、
三
か

月
以
内
に
全
軍
撤
退
す
る
こ
と
を
合
意
し
た
。
し
か
し
、
ソ
連
は
長
期

的
に
東
北
を
統
制
す
る
た
め
に
、
経
済
協
力
上
の
独
占
的
な
地
位
を
国

民
政
府
に
強
要
し
た
。
ま
た
、
国
共
対
立
を
利
用
し
て
国
府
軍
の
東
北

進
出
を
阻
止
し
て
い
た
。
一
方
で
、
国
民
政
府
は
ソ
連
軍
の
撤
退
後
、

国
府
軍
が
到
達
し
な
い
う
ち
に
、
東
北
が
中
共
に
占
領
さ
れ
る
恐
れ
が

あ
る
と
考
え
て
、
本
来
一
九
四
五
年
一
一
月
に
撤
退
す
べ
き
ソ
連
軍
に
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（（

撤
退
延
期
（
一
九
四
六
年
二
月
ま
で
）
を
要
請
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

期
限
に
な
っ
て
も
、
東
北
に
お
け
る
中
ソ
の
経
済
協
力
協
定
を
達
し
て

い
な
い
た
め
、
ソ
連
は
軍
を
撤
退
さ
せ
な
い
と
国
民
政
府
に
圧
力
を
か

け
て
い
た
。
前
掲
「
蘇
聯
出
兵
中
国
東
北:

目
的
和
結
果
」『
冷
戦
的
起

源
』、
一
五
一
頁
。「
外
交
部
致
駐
外
各
使
領
館
告
接
防
東
北
困
難
情
形

即
蘇
方
態
度
電
」（
一
九
四
五
年
一
一
月
一
七
日
）、「
外
交
部
為
延
期

撤
兵
事
致
蘇
聯
駐
華
大
使
館
照
会
」（
一
九
四
五
年
一
二
月
二
四
日
）、

前
掲
『
中
華
民
国
重
要
史
料
初
編�

対
日
抗
戦
時
期
第
七
編
・
戦
後
中
国
』

（
一
）、
一
五
一
、一
六
八
頁
。

　（
（（
）　「
重
慶
市
二
万
余
学
生
昨
挙
行
愛
国
大
遊
行
」『
中
央
日
報
』

一
九
四
六
年
二
月
二
三
日
。

　（
（（
）　「
質
中
共
書
」『
中
央
日
報
』
一
九
四
六
年
二
月
二
三
日
。

　（
（（
）　「
維
護
東
北
領
土
主
権
西
南
聯
大
教
授
宣
言
」『
大
公
報
』（
天
津
版
）

一
九
四
六
年
二
月
二
七
日
、「
対
東
北
局
勢
表
示
民
意
平
津
今
有
遊
行

示
威
」『
大
公
報
』（
天
津
版
）
一
九
四
六
年
二
月
二
六
日
、「
大
学
教

授
聯
会
呼
吁
保
衛
主
権
」『
民
国
日
報
』一
九
四
六
年
二
月
二
六
日
。「
我

們
対
於
雅
爾
達
秘
密
協
定
的
抗
議
」『
申
報
』一
九
四
六
年
二
月
二
五
日
。

　（
（（
）　
こ
れ
は
第
一
次
お
よ
び
第
二
次「
カ
ラ
ハ
ン
宣
言
」の
こ
と
を
指
す
。

　（
（0
）　「
社
論
」『
大
公
報
』（
天
津
版
）
一
九
四
六
年
二
月
一
六
日
。

　（
（1
）　「
東
北
的
陰
雲
」『
大
公
報
』（
重
慶
版
）
一
九
四
六
年
二
月
一
八
日
。

　（
（（
）　「
社
論

　
愛
国
与
排
外
」『
新
華
日
報
』
一
九
四
六
年
二
月
二
五
日
。

周
恩
来
は
「
愛
国
と
排
外
を
区
別
す
べ
き
で
あ
り
、
愛
国
を
擁
護
す
べ

き
で
、
排
外
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
」
と
発
言
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、

『
新
華
日
報
』
は
、愛
国
民
衆
に
よ
る
反
ソ
運
動
は
反
動
派
に
利
用
さ
れ
、

変
質
さ
せ
ら
れ
た
た
め
、
民
主
勢
力
を
弾
圧
し
、
国
益
を
害
す
る
排
外

運
動
に
な
っ
た
と
主
張
し
た
。

　（
（（
）　「
向
蘇
聯
抗
議

　
向
中
共
忠
告
」『
申
報
』
一
九
四
六
年
三
月
三
日
。

　（
（（
）　「
全
国
注
視
収
復
東
北
要
求
蘇
軍
撤
退
」『
民
国
日
報
』
一
九
四
六
年

二
月
二
四
日
。

　（
（（
）　「
長
春
鉄
路
的
過
去
与
現
在
」『
東
北
日
報
』一
九
四
五
年
一
一
月
八
日
。

　（
（（
）　「
延
安
記
念
十
月
革
命
節
大
会

　
電
斯
大
林
元
帥
致
賀
」『
東
北
日
報
』

一
九
四
五
年
一
一
月
一
○
日
。

　（
（（
）　「
御
敵
互
相
援
助
条
約
」、「
合
弁
東
省
鉄
路
公
司
合
同
章
程
」、
王
鉄

崖
『
中
外
旧
約
章
匯
編
（
第
一
冊
）』
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
、

一
九
五
七
年
、
六
五
○
―
六
五
一
、六
七
二
―
六
七
五
頁
。「
中
蘇
友
好

同
盟
条
約
」、「
関
於
中
国
長
春
鉄
路
之
協
定
」、
王
鉄
崖
『
中
外
旧
約

章
匯
編
（
第
三
冊
）』
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
一
九
六
二
年
、

一
三
二
七
―
一
三
三
四
頁
。

　（
（（
）　
楊
奎
松
『
毛
沢
東
与
莫
斯
科
的
恩
恩
怨
怨
』
江
西
人
民
出
版
社
、

一
九
九
九
年
、
二
八
八
頁
。

　（
（（
）　
師
哲
『
我
的
一
生

　
師
哲
自
述
』
人
民
出
版
社
、
二
○
○
一
年
、
三

○
一
頁
。

　（
（0
）　
遅
子
祥
は
山
東
省
蓬
莱
人
で
あ
る
。
一
八
九
九
年
に
大
連
に
入
っ
て
、

ロ
シ
ア
語
を
学
び
、
日
本
占
領
期
間
に
益
泰
祥
雑
貨
店
の
経
営
に
着
手

し
た
。
一
九
一
三
年
、
大
連
在
住
の
山
東
人
の
権
益
を
守
る
た
め
に
組

織
さ
れ
た
山
東
同
郷
会
の
副
会
長
と
な
っ
た
。
一
九
三
○
年
代
に
い

た
っ
て
副
会
長
を
辞
任
し
た
が
、
中
国
人
の
権
益
を
保
護
す
る
た
め
に
、

日
本
占
領
当
局
に
対
す
る
闘
争
を
継
続
し
た
。
一
九
四
五
年
以
後
、
彼

は
大
連
自
衛
委
員
会
の
副
会
長
に
就
任
し
た
。
ソ
連
軍
が
大
連
に
入
っ

て
か
ら
、
遅
は
ソ
連
占
領
軍
司
令
官
と
の
関
係
が
よ
く
な
り
、
信
任
さ

れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
商
人
で
あ
っ
た
遅
は
駐
大
連
ソ
連
占
領
軍

司
令
官
が
提
案
し
、
モ
ス
ク
ワ
が
許
可
し
て
、
大
連
市
長
に
任
命
さ
れ

た
。
一
九
五
一
年
に
遅
は
反
革
命
の
罪
で
銃
殺
さ
れ
た
。
大
連
史
志
弁

公
室
『
大
連
市
志
・
財
政
志
』
中
央
文
献
出
版
社
、
二
○
○
二
年
、

一
五
三
―
一
五
四
頁
。

　（
（1
）　「
実
行
民
主
自
治

　
大
連
市
政
府
成
立
」『
東
北
日
報
』
一
九
四
五
年
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　戦後初期、東北における中国共産党の宣伝戦略の展開―反ソ愛国運動前後における『東北日報』の報道を中心に―（紀）

（（

撤
退
延
期
（
一
九
四
六
年
二
月
ま
で
）
を
要
請
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

期
限
に
な
っ
て
も
、
東
北
に
お
け
る
中
ソ
の
経
済
協
力
協
定
を
達
し
て

い
な
い
た
め
、
ソ
連
は
軍
を
撤
退
さ
せ
な
い
と
国
民
政
府
に
圧
力
を
か

け
て
い
た
。
前
掲
「
蘇
聯
出
兵
中
国
東
北:

目
的
和
結
果
」『
冷
戦
的
起

源
』、
一
五
一
頁
。「
外
交
部
致
駐
外
各
使
領
館
告
接
防
東
北
困
難
情
形

即
蘇
方
態
度
電
」（
一
九
四
五
年
一
一
月
一
七
日
）、「
外
交
部
為
延
期

撤
兵
事
致
蘇
聯
駐
華
大
使
館
照
会
」（
一
九
四
五
年
一
二
月
二
四
日
）、

前
掲
『
中
華
民
国
重
要
史
料
初
編�

対
日
抗
戦
時
期
第
七
編
・
戦
後
中
国
』

（
一
）、
一
五
一
、一
六
八
頁
。

　（
（（
）　「
重
慶
市
二
万
余
学
生
昨
挙
行
愛
国
大
遊
行
」『
中
央
日
報
』

一
九
四
六
年
二
月
二
三
日
。

　（
（（
）　「
質
中
共
書
」『
中
央
日
報
』
一
九
四
六
年
二
月
二
三
日
。

　（
（（
）　「
維
護
東
北
領
土
主
権
西
南
聯
大
教
授
宣
言
」『
大
公
報
』（
天
津
版
）

一
九
四
六
年
二
月
二
七
日
、「
対
東
北
局
勢
表
示
民
意
平
津
今
有
遊
行

示
威
」『
大
公
報
』（
天
津
版
）
一
九
四
六
年
二
月
二
六
日
、「
大
学
教

授
聯
会
呼
吁
保
衛
主
権
」『
民
国
日
報
』一
九
四
六
年
二
月
二
六
日
。「
我

們
対
於
雅
爾
達
秘
密
協
定
的
抗
議
」『
申
報
』一
九
四
六
年
二
月
二
五
日
。

　（
（（
）　
こ
れ
は
第
一
次
お
よ
び
第
二
次「
カ
ラ
ハ
ン
宣
言
」の
こ
と
を
指
す
。

　（
（0
）　「
社
論
」『
大
公
報
』（
天
津
版
）
一
九
四
六
年
二
月
一
六
日
。

　（
（1
）　「
東
北
的
陰
雲
」『
大
公
報
』（
重
慶
版
）
一
九
四
六
年
二
月
一
八
日
。

　（
（（
）　「
社
論

　
愛
国
与
排
外
」『
新
華
日
報
』
一
九
四
六
年
二
月
二
五
日
。

周
恩
来
は
「
愛
国
と
排
外
を
区
別
す
べ
き
で
あ
り
、
愛
国
を
擁
護
す
べ

き
で
、
排
外
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
」
と
発
言
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、

『
新
華
日
報
』
は
、愛
国
民
衆
に
よ
る
反
ソ
運
動
は
反
動
派
に
利
用
さ
れ
、

変
質
さ
せ
ら
れ
た
た
め
、
民
主
勢
力
を
弾
圧
し
、
国
益
を
害
す
る
排
外

運
動
に
な
っ
た
と
主
張
し
た
。

　（
（（
）　「
向
蘇
聯
抗
議

　
向
中
共
忠
告
」『
申
報
』
一
九
四
六
年
三
月
三
日
。

　（
（（
）　「
全
国
注
視
収
復
東
北
要
求
蘇
軍
撤
退
」『
民
国
日
報
』
一
九
四
六
年

二
月
二
四
日
。

　（
（（
）　「
長
春
鉄
路
的
過
去
与
現
在
」『
東
北
日
報
』一
九
四
五
年
一
一
月
八
日
。

　（
（（
）　「
延
安
記
念
十
月
革
命
節
大
会

　
電
斯
大
林
元
帥
致
賀
」『
東
北
日
報
』

一
九
四
五
年
一
一
月
一
○
日
。

　（
（（
）　「
御
敵
互
相
援
助
条
約
」、「
合
弁
東
省
鉄
路
公
司
合
同
章
程
」、
王
鉄

崖
『
中
外
旧
約
章
匯
編
（
第
一
冊
）』
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
、

一
九
五
七
年
、
六
五
○
―
六
五
一
、六
七
二
―
六
七
五
頁
。「
中
蘇
友
好

同
盟
条
約
」、「
関
於
中
国
長
春
鉄
路
之
協
定
」、
王
鉄
崖
『
中
外
旧
約

章
匯
編
（
第
三
冊
）』
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
一
九
六
二
年
、

一
三
二
七
―
一
三
三
四
頁
。

　（
（（
）　
楊
奎
松
『
毛
沢
東
与
莫
斯
科
的
恩
恩
怨
怨
』
江
西
人
民
出
版
社
、

一
九
九
九
年
、
二
八
八
頁
。

　（
（（
）　
師
哲
『
我
的
一
生

　
師
哲
自
述
』
人
民
出
版
社
、
二
○
○
一
年
、
三

○
一
頁
。

　（
（0
）　
遅
子
祥
は
山
東
省
蓬
莱
人
で
あ
る
。
一
八
九
九
年
に
大
連
に
入
っ
て
、

ロ
シ
ア
語
を
学
び
、
日
本
占
領
期
間
に
益
泰
祥
雑
貨
店
の
経
営
に
着
手

し
た
。
一
九
一
三
年
、
大
連
在
住
の
山
東
人
の
権
益
を
守
る
た
め
に
組

織
さ
れ
た
山
東
同
郷
会
の
副
会
長
と
な
っ
た
。
一
九
三
○
年
代
に
い

た
っ
て
副
会
長
を
辞
任
し
た
が
、
中
国
人
の
権
益
を
保
護
す
る
た
め
に
、

日
本
占
領
当
局
に
対
す
る
闘
争
を
継
続
し
た
。
一
九
四
五
年
以
後
、
彼

は
大
連
自
衛
委
員
会
の
副
会
長
に
就
任
し
た
。
ソ
連
軍
が
大
連
に
入
っ

て
か
ら
、
遅
は
ソ
連
占
領
軍
司
令
官
と
の
関
係
が
よ
く
な
り
、
信
任
さ

れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
商
人
で
あ
っ
た
遅
は
駐
大
連
ソ
連
占
領
軍

司
令
官
が
提
案
し
、
モ
ス
ク
ワ
が
許
可
し
て
、
大
連
市
長
に
任
命
さ
れ

た
。
一
九
五
一
年
に
遅
は
反
革
命
の
罪
で
銃
殺
さ
れ
た
。
大
連
史
志
弁

公
室
『
大
連
市
志
・
財
政
志
』
中
央
文
献
出
版
社
、
二
○
○
二
年
、

一
五
三
―
一
五
四
頁
。

　（
（1
）　「
実
行
民
主
自
治

　
大
連
市
政
府
成
立
」『
東
北
日
報
』
一
九
四
五
年
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（（

一
一
月
一
二
日
。

　（
（（
）　「
救
済
大
連
失
業
工
人

　
紅
軍
応
工
会
要
求

　
発
救
済
金
五
百
万
」

『
東
北
日
報
』
一
九
四
五
年
一
一
月
一
二
日
。

　（
（（
）　
韓
光
「
旅
大
八
年
」
大
連
史
志
弁
公
室
『
蘇
聯
紅
軍
在
旅
大
』、

一
九
九
五
年
、
三
六
頁
。

　（
（（
）　
同
右
、
三
九
頁
。

　（
（（
）　
前
掲
『
中
華
民
国
重
要
史
料
初
編

　
対
日
抗
戦
時
期
第
七
編
・
戦
後

中
国
』（
一
）、
二
七
四
―
二
七
五
頁
。

　（
（（
）　
韓
光
「
旅
大
八
年
」、
柳
運
光
「
我
所
了
解
的
蘇
軍
」、
唐
韵
超
「
日

本
投
降
後
蘇
軍
在
大
連
的
情
況
」、
前
掲
『
蘇
聯
紅
軍
在
旅
大
』、

五
四
、八
二
、八
六
頁
。

　（
（（
）　「
遠
東
持
久
和
平
的
基
石
」『
解
放
日
報
』一
九
四
五
年
八
月
二
九
日
。

　（
（（
）　「
中
蘇
友
好
同
盟
条
約
全
文
」『
解
放
日
報
』
一
九
四
五
年
八
月
二
七

日
は
、
条
約
の
全
文
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
た
が
、
そ
の
中
に
は
モ

ン
ゴ
ル
に
関
す
る
協
定
の
内
容
を
載
せ
て
い
な
か
っ
た
。

　（
（（
）　「
内
蒙
人
民
慶
祝
外
蒙
独
立
」『
東
北
日
報
』一
九
四
六
年
一
月
二
九
日
。

　（
（0
）　
同
右
。

　（
（1
）　
張
家
口
の
所
在
す
る
晋
察
冀
辺
区
は
内
モ
ン
ゴ
ル
地
域
に
隣
接
し
て

お
り
、『
晋
察
冀
日
報
』
で
は
、
中
共
が
内
モ
ン
ゴ
ル
人
と
連
合
し
て

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
を
行
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。『
東
北
日
報
』
は

東
北
人
向
け
の
新
聞
で
あ
る
か
ら
、
敏
感
な
民
族
問
題
に
つ
い
て
は
慎

重
な
態
度
を
取
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。『
団
結
勝
利
的
篇
章

　
中

国
共
産
党
領
導
内
蒙
古
自
治
運
動
史
実
簡
楫
』（
国
家
民
委
研
究
室
・

内
蒙
古
自
治
区
民
委
編
、
中
共
党
史
出
版
社
、
二
○
一
一
年
）、『
内
蒙

古
自
治
運
動
聯
合
会
档
案
資
料
選
編
』（
内
蒙
古
自
治
区
档
案
館
編
、

档
案
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
を
参
考
し
た
。

　（
（（
）　
前
掲
『
冷
戦
的
転
型
』、
五
一
頁
。

　（
（（
）　「
十
月
革
命
的
故
事
」『
東
北
日
報
』、
一
九
四
五
年
一
一
月
八
日
。

　（
（（
）　
同
右
。

　（
（（
）　「
記
念
十
月
革
命
廿
八
周
年

　
瀋
陽
挙
行
盛
大
慶
祝
会
」『
東
北
日

報
』、
一
九
四
五
年
一
一
月
一
二
日
。「
延
安
各
界
隆
重
慶
祝

　
蘇
聯
十

月
革
命
節

　
号
召
全
国
人
民
起
来
制
止
内
戦
」『
東
北
日
報
』
一
九
四
五

年
一
一
月
一
一
日
。

　（
（（
）　
呂
清
「
合
江
両
年
」
中
共
佳
木
斯
市
委
党
史
工
作
委
員
会
・
佳
木
斯

市
志
編
審
委
員
弁
公
室
『
佳
木
斯
党
史
資
料
』
第
一
輯
、
一
九
八
五
年
、

一
三
三
頁
。

　（
（（
）　「
東
北
大
学
五
百
余
聯
合
入
関
赴
平
請
願
」『
大
公
報
』(

天
津
版)

、

一
九
四
六
年
三
月
一
日
。

　（
（（
）　
施
応
霆
「
軍
調
部
東
北
執
行
小
組
談
判
軼
事
」『
百
年
潮
』
二
○
○

一
年
第
二
期
。

　（
（（
）　「
北
平
執
行
部
」
は
、
北
平
に
お
け
る
米
国
お
よ
び
国
共
両
党
の
代

表
が
参
加
し
、「
停
戦
令
」
の
実
施
、
停
戦
の
実
現
を
督
促
す
る
機
構

で
あ
る
。
一
九
四
六
年
二
月
二
一
日
、北
平
に
お
け
る
反
ソ
デ
モ
の
人
々

に
攻
撃
さ
れ
る
事
件
が
起
き
た
（
中
共
は
こ
の
事
件
を
国
民
党
反
動
派

が
行
っ
た
反
共
活
動
だ
と
主
張
し
た
）。

　（
（0
）　「
中
央
関
於
国
民
党
反
動
派
発
動
宣
伝
反
攻
及
応
注
意
事
項
的
指
示
」

（
一
九
四
六
年
二
月
二
五
日
）『
中
共
中
央
文
件
選
集
』
第
十
六
冊
、
中

共
中
央
党
校
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
八
三
―
八
四
頁
。

　

　（
（1
）　
同
右
。

　（
（（
）　
同
右
。

　（
（（
）　「
重
慶
反
蘇
反
共
示
威
遊
行

　
現
係
国
民
党
反
動
派
陰
謀
」『
東
北
日

報
』
一
九
四
六
年
三
月
三
日
。

　（
（（
）　「
重
慶
国
民
党
反
動
派

　
搗
毀
新
華
日
報
」『
東
北
日
報
』
一
九
四
六

年
三
月
一
日
。

　（
（（
）　「
重
慶
事
件
与
東
北
問
題
」『
東
北
日
報
』
一
九
四
六
年
三
月
二
日
。

　（
（（
）　
同
右
。
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（（

　（
（（
）　「
東
北
名
流
閻
宝
航
主
張

　
東
北
人
民
軍
隊
抗
戦
有
功
東
北
行
営
省

府
応
加
改
組
」『
東
北
日
報
』
一
九
四
六
年
三
月
二
日
。

　（
（（
）　「
東
北
元
老
名
流

　
反
対
武
力
解
決
東
北
問
題

　
大
家
一
致
賛
同
中

共
主
張
」『
東
北
日
報
』
一
九
四
六
年
三
月
二
日
。

　（
（（
）　
閻
明
復
「
我
父
親
閻
宝
航
的
情
報
生
涯
」『
炎
黄
春
秋
』
二
○
○
五

年
第
一
二
期
、
一
○
頁
。

　（
（0
）　「
如
果
政
治
真
正
民
主

　
東
北
問
題
即
可
解
決

　
民
主
同
盟
主
席
張

瀾
語
記
者
」『
東
北
日
報
』
一
九
四
六
年
三
月
二
日
。

　（
（1
）　「
国
民
党
法
西
斯
分
子

　
強
迫
学
生
参
加
反
蘇
反
共
遊
行

　
燕
大
学

生
不
為
威
武
所
屈
堅
決
拒
絶
」『
東
北
日
報
』
一
九
四
六
年
三
月
四
日
。

　（
（（
）　「
中
国
反
動
派
勾
結
敵
偽
残
余

　
在
東
北
進
行
反
蘇
活
動

　
武
装
襲

撃
紅
軍

　
発
動
反
蘇
宣
伝
」『
東
北
日
報
』
一
九
四
六
年
三
月
三
日
。

　（
（（
）　
東
北
抗
日
聯
軍
の
「
抗
日
の
歴
史
」
を
根
拠
に
東
北
統
治
の
正
当
性

を
主
張
す
る
中
共
の
宣
伝
戦
略
と
李
兆
麟
殺
害
事
件
に
関
わ
る
宣
伝
の

状
況
に
つ
い
て
は
、
前
掲
梅
村
論
文
に
も
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。
併
せ

て
参
照
さ
れ
た
い
。

　（
（（
）　
陳
雲
「
建
議
発
表
文
告
声
明
我
対
東
北
的
主
張
」『
陳
雲
文
集
』
第

一
巻

　
中
央
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、
四
六
四
―
四
六
五
頁
。

　（
（（
）　『
彭
真
伝
』
編
写
組
『
彭
真
年
譜
』
第
一
巻
、
中
央
文
献
出
版
社
、

二
○
一
二
年
、
四
○
○
―
四
○
一
頁
。

　（
（（
）　「
中
共
中
央
関
于
東
北
宣
伝
問
題
給
東
北
局
的
指
示
」（
一
九
四
六
年

三
月
六
日
）、
中
共
中
央
宣
伝
部
弁
公
庁
・
中
央
档
案
館
編
研
部
編
『
中

国
共
産
党
宣
伝
工
作
文
献
選
編

　
一
九
三
七
―
一
九
四
九
』
学
習
出
版

社
、
二
○
一
二
年
、
六
一
八
頁
。

　（
（（
）　
前
掲
『
彭
真
年
譜
』
第
一
巻
、
四
○
三
頁
。

　（
（（
）　「
周
保
中
将
軍
答
本
報
記
者
問
」『
東
北
日
報
』
一
九
四
六
年
二
月

二
四
日
。

　（
（（
）　
同
右
。

　（
（11
）　「
楊
靖
宇
和
他
的
隊
伍
」『
東
北
日
報
』
一
九
四
六
年
二
月
二
八
日
―

三
月
六
日
。

　（
（1（
）　「
中
国
共
産
党
与
東
北
抗
日
聯
軍
十
四
年
闘
争
史
略
」『
東
北
日
報
』

一
九
四
六
年
三
月
一
七
日
。

　（
（10
）　
前
掲
『
蔣
中
正
先
生
年
譜
長
編
』
第
三
冊
、
五
一
一
頁
。

　（
（10
）　
同
右
、
五
一
一
―
五
五
九
頁
。

　（
（10
）　「
蔣
主
席
致
馬
占
山
代
主
席
嘉
勉
我
軍
奮
勇
開
摧
敵
電
」
国
史
館
『
東

北
義
勇
軍
』、
一
九
八
一
年
、
三
○
頁
。

　（
（10
）　
郭
岱
君
『
重
探
抗
戦
史
（
一
）
従
抗
日
大
戦
略
的
形
成
到
武
漢
会
戦

（
一
九
三
一
―
一
九
三
八
）』
聯
経
出
版
事
業
股
份
有
限
公
司
、
二
○

一
五
年
、
八
三
頁
。

　（
（10
）　
唐
徳
剛
、
王
書
君
『
張
学
良
世
界
伝
奇
』
山
東
友
誼
出
版
社
、
二
○

○
二
年
、
四
三
四
頁
。

　（
（10
）　『
東
北
抗
日
聯
軍
史
』（
下
）
中
共
党
史
出
版
社
、
二
○
一
五
年
、
一

○
四
四
―
一
○
四
五
頁
。

　（
（10
）　
沈
志
華
「
試
論
八
十
八
旅
与
中
蘇
朝
三
角
関
係
―
抗
日
戦
争
期
間
国

際
反
法
西
斯
聯
盟
一
瞥
」『
近
代
史
研
究
』
二
○
一
五
年
第
四
期
、
中

国
社
会
科
学
院
近
代
史
研
究
所
、
二
○
一
五
年
、
一
一
―
一
六
頁
。

　（
（10
）　
李
兆
麟
の
本
名
は
李
蘭
超
で
あ
り
、
東
北
抗
日
聯
軍
時
期
に
は
張
壽

箋
と
名
乗
っ
て
い
た
。

　（
（（1
）　
訪
問
馮
仲
雲
同
志
記
録
（
一
九
五
九
年
一
一
月
十
九
日
）「
対
開
展

東
北
党
史
研
究
的
意
見
」『
訪
問
録
選
編
（
馮
仲
雲
同
志
専
輯
）』
黒
竜

江
省
社
会
科
学
院
党
史
研
究
所
、
一
九
七
九
年
、
九
頁
。

　（
（（（
）　
訪
問
馮
仲
雲
同
志
記
録（
一
九
六
四
年
二
月
三
日
）「
関
於
満
洲
省
委
・

東
北
聯
軍
的
一
些
情
況
」、
同
右
、
一
七
四
―
二
一
○
頁
。

　（
（（0
）　
何
方
『
従
延
安
一
路
走
来
』
人
民
日
報
出
版
社
、
二
○
一
五
年
、

一
四
四
頁
。

　（
（（0
）　「
関
於
正
確
処
理
与
原
東
北
抗
聯
同
志
関
係
的
指
示
」
中
共
東
北
局
、
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　戦後初期、東北における中国共産党の宣伝戦略の展開―反ソ愛国運動前後における『東北日報』の報道を中心に―（紀）

（（

　（
（（
）　「
東
北
名
流
閻
宝
航
主
張

　
東
北
人
民
軍
隊
抗
戦
有
功
東
北
行
営
省

府
応
加
改
組
」『
東
北
日
報
』
一
九
四
六
年
三
月
二
日
。

　（
（（
）　「
東
北
元
老
名
流

　
反
対
武
力
解
決
東
北
問
題

　
大
家
一
致
賛
同
中

共
主
張
」『
東
北
日
報
』
一
九
四
六
年
三
月
二
日
。

　（
（（
）　
閻
明
復
「
我
父
親
閻
宝
航
的
情
報
生
涯
」『
炎
黄
春
秋
』
二
○
○
五

年
第
一
二
期
、
一
○
頁
。

　（
（0
）　「
如
果
政
治
真
正
民
主

　
東
北
問
題
即
可
解
決

　
民
主
同
盟
主
席
張

瀾
語
記
者
」『
東
北
日
報
』
一
九
四
六
年
三
月
二
日
。

　（
（1
）　「
国
民
党
法
西
斯
分
子

　
強
迫
学
生
参
加
反
蘇
反
共
遊
行

　
燕
大
学

生
不
為
威
武
所
屈
堅
決
拒
絶
」『
東
北
日
報
』
一
九
四
六
年
三
月
四
日
。

　（
（（
）　「
中
国
反
動
派
勾
結
敵
偽
残
余

　
在
東
北
進
行
反
蘇
活
動

　
武
装
襲

撃
紅
軍

　
発
動
反
蘇
宣
伝
」『
東
北
日
報
』
一
九
四
六
年
三
月
三
日
。

　（
（（
）　
東
北
抗
日
聯
軍
の
「
抗
日
の
歴
史
」
を
根
拠
に
東
北
統
治
の
正
当
性

を
主
張
す
る
中
共
の
宣
伝
戦
略
と
李
兆
麟
殺
害
事
件
に
関
わ
る
宣
伝
の

状
況
に
つ
い
て
は
、
前
掲
梅
村
論
文
に
も
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。
併
せ

て
参
照
さ
れ
た
い
。

　（
（（
）　
陳
雲
「
建
議
発
表
文
告
声
明
我
対
東
北
的
主
張
」『
陳
雲
文
集
』
第

一
巻

　
中
央
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、
四
六
四
―
四
六
五
頁
。

　（
（（
）　『
彭
真
伝
』
編
写
組
『
彭
真
年
譜
』
第
一
巻
、
中
央
文
献
出
版
社
、

二
○
一
二
年
、
四
○
○
―
四
○
一
頁
。

　（
（（
）　「
中
共
中
央
関
于
東
北
宣
伝
問
題
給
東
北
局
的
指
示
」（
一
九
四
六
年

三
月
六
日
）、
中
共
中
央
宣
伝
部
弁
公
庁
・
中
央
档
案
館
編
研
部
編
『
中

国
共
産
党
宣
伝
工
作
文
献
選
編

　
一
九
三
七
―
一
九
四
九
』
学
習
出
版

社
、
二
○
一
二
年
、
六
一
八
頁
。

　（
（（
）　
前
掲
『
彭
真
年
譜
』
第
一
巻
、
四
○
三
頁
。

　（
（（
）　「
周
保
中
将
軍
答
本
報
記
者
問
」『
東
北
日
報
』
一
九
四
六
年
二
月

二
四
日
。

　（
（（
）　
同
右
。

　（
（11
）　「
楊
靖
宇
和
他
的
隊
伍
」『
東
北
日
報
』
一
九
四
六
年
二
月
二
八
日
―

三
月
六
日
。

　（
（1（
）　「
中
国
共
産
党
与
東
北
抗
日
聯
軍
十
四
年
闘
争
史
略
」『
東
北
日
報
』

一
九
四
六
年
三
月
一
七
日
。

　（
（10
）　
前
掲
『
蔣
中
正
先
生
年
譜
長
編
』
第
三
冊
、
五
一
一
頁
。

　（
（10
）　
同
右
、
五
一
一
―
五
五
九
頁
。

　（
（10
）　「
蔣
主
席
致
馬
占
山
代
主
席
嘉
勉
我
軍
奮
勇
開
摧
敵
電
」
国
史
館
『
東

北
義
勇
軍
』、
一
九
八
一
年
、
三
○
頁
。

　（
（10
）　
郭
岱
君
『
重
探
抗
戦
史
（
一
）
従
抗
日
大
戦
略
的
形
成
到
武
漢
会
戦

（
一
九
三
一
―
一
九
三
八
）』
聯
経
出
版
事
業
股
份
有
限
公
司
、
二
○

一
五
年
、
八
三
頁
。

　（
（10
）　
唐
徳
剛
、
王
書
君
『
張
学
良
世
界
伝
奇
』
山
東
友
誼
出
版
社
、
二
○

○
二
年
、
四
三
四
頁
。

　（
（10
）　『
東
北
抗
日
聯
軍
史
』（
下
）
中
共
党
史
出
版
社
、
二
○
一
五
年
、
一

○
四
四
―
一
○
四
五
頁
。

　（
（10
）　
沈
志
華
「
試
論
八
十
八
旅
与
中
蘇
朝
三
角
関
係
―
抗
日
戦
争
期
間
国

際
反
法
西
斯
聯
盟
一
瞥
」『
近
代
史
研
究
』
二
○
一
五
年
第
四
期
、
中

国
社
会
科
学
院
近
代
史
研
究
所
、
二
○
一
五
年
、
一
一
―
一
六
頁
。

　（
（10
）　
李
兆
麟
の
本
名
は
李
蘭
超
で
あ
り
、
東
北
抗
日
聯
軍
時
期
に
は
張
壽

箋
と
名
乗
っ
て
い
た
。

　（
（（1
）　
訪
問
馮
仲
雲
同
志
記
録
（
一
九
五
九
年
一
一
月
十
九
日
）「
対
開
展

東
北
党
史
研
究
的
意
見
」『
訪
問
録
選
編
（
馮
仲
雲
同
志
専
輯
）』
黒
竜

江
省
社
会
科
学
院
党
史
研
究
所
、
一
九
七
九
年
、
九
頁
。

　（
（（（
）　
訪
問
馮
仲
雲
同
志
記
録（
一
九
六
四
年
二
月
三
日
）「
関
於
満
洲
省
委
・

東
北
聯
軍
的
一
些
情
況
」、
同
右
、
一
七
四
―
二
一
○
頁
。

　（
（（0
）　
何
方
『
従
延
安
一
路
走
来
』
人
民
日
報
出
版
社
、
二
○
一
五
年
、

一
四
四
頁
。

　（
（（0
）　「
関
於
正
確
処
理
与
原
東
北
抗
聯
同
志
関
係
的
指
示
」
中
共
東
北
局
、
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（（

一
九
四
八
年
六
月
。

　（
（（0
）　
陳
紀
瀅『
我
的
郵
員
与
記
者
生
活
』台
湾
商
務
印
書
館
、一
九
八
八
年
、

五
五
五
―
五
六
七
頁
。

　（
（（0
）　
東
北
行
営
は
満
洲
国
崩
壊
後
に
、
国
民
政
府
が
設
置
し
た
旧
満
洲
地

域
の
接
収
統
治
機
関
で
あ
る
。

　（
（（0
）　
姚
崧
齢
『
張
公
権
先
生
年
譜
初
稿
』（
上
）
中
国
科
学
文
献
出
版
社
、

二
○
一
四
年
、
六
八
二
頁
。

　（
（（0
）　
陳
雲
『
陳
雲
文
集
』
第
一
巻
、
中
央
文
献
出
版
社
、
二
○
○
五
年
、

五
一
八
―
五
一
九
頁
。

　（
（（0
）　
前
掲
、『
彭
真
年
譜
』
第
一
巻
、
四
一
三
頁
。

　（
（（0
）　「
悼
李
兆
麟
同
志
」『
東
北
日
報
』
一
九
四
六
年
三
月
二
一
日
。

　（
（01
）　
高
華『
歴
史
筆
記
Ⅰ
』牛
津
大
学
出
版
社
、二
〇
一
四
年
、二
七
三
頁
。

　（
（0（
）　
前
掲
、『
東
北
日
報
簡
史
』、
七
頁
。

　（
（00
）　
前
掲
、「
希
金
致
莫
洛
託
夫
報
告:
東
北
民
衆
対
蘇
聯
的
態
度
」

（
一
九
四
六
年
二
月
二
一
日
）。

　（
（00
）　
前
掲
、『
歴
史
筆
記
Ⅰ
』、
二
六
七
頁
。

　（
（00
）　
姜
万
里
「
中
蘇
団
結
下
旗
号
下
強
迫
失
憶
」『
炎
黄
春
秋
』、

二
〇
一
二
年
第
八
期
、
五
七
―
五
八
頁
。�
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　ナポレオン時代の村会と地方自治（藤原）

（（

序
論

　
共
和
暦
八
年
雨
月
二
八
日
（
一
八
〇
〇
年
二
月
一
七
日
）、
フ
ラ
ン

ス
統
領
政
府
は
全
土
の
地
方
行
政
制
度
に
関
す
る
新
法
を
定
め
、
中
央

集
権
化
を
推
進
・
強
化
す
る
抜
本
的
改
革
に
着
手
し
た
。
い
わ
ゆ
る
雨

月
二
八
日
法
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
県
、
郡
、
小
郡
、
市
町
村
（
コ

ミ
ュ
ー
ン
）
が
地
方
行
政
の
枠
組
み
と
し
て
採
用
さ
れ
、
知
事
、
郡
長
、

市
町
村
長
が
置
か
れ
た
。
と
り
わ
け
知
事
は
地
方
に
お
け
る
強
力
な
権

限
を
付
与
さ
れ
た
こ
と
で
、
歴
史
家
に
よ
り
「
小
型
の
皇
帝
」
と
形
容

さ
れ
、ナ
ポ
レ
オ
ン
中
央
集
権
を
象
徴
す
る
存
在
と
み
な
さ
れ
た
一
方
、

知
事
を
除
く
地
方
行
政
官
、
並
び
に
地
方
議
会
に
関
す
る
研
究
は
十
分

に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た（

1
（

。

　
し
か
し
、
近
年
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
に
形
成
さ
れ
た
行
政
シ
ス
テ
ム

の
実
質
的
な
機
能
を
問
う
研
究
が
進
展
を
み
せ
て
お
り
、
知
事
と
名
望

家
の
動
態
的
な
諸
関
係
に
関
心
が
向
け
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

研
究
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
セ
ー
ヌ
・
ア
ン
フ
ェ
リ
ウ
ー
ル
県
行
政
当

局
の
活
動
実
態
を
考
察
し
た
ダ
リ
や
、
イ
ゼ
ー
ル
県
の
「
名
望
家
シ
ス

テ
ム
」
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
ト
ラ
ル
、「
フ
ラ
ン
ス
型
中
央
集
権
」

を
再
検
討
す
る
ビ
ア
ー
ル
が
挙
げ
ら
れ
る（

（
（

。
こ
れ
ら
の
研
究
が
一
貫
し

て
明
ら
か
に
し
て
き
た
の
は
、
知
事
が
県
行
政
を
効
果
的
に
運
営
す
る

に
は
、
地
方
の
名
望
家
の
支
持
を
取
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の

分
、
知
事
は
彼
ら
の
意
向
に
配
慮
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
名
望
家
で
構
成
さ
れ
る
地
方
議
会
に
注
目

す
る
こ
と
は
、
実
際
に
、
名
望
家
が
地
方
統
治
で
如
何
な
る
役
割
を
果

た
し
た
か
を
理
解
し
、
ひ
い
て
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
統
治
体
制
を
問

い
直
す
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
注
目
し
た
い
の
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
に
全
国
で
約

三
万
六
〇
〇
〇
を
数
え
る
市
町
村
に
設
置
さ
れ
た
行
政
当
局

ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
村
会
と
地
方
自
治

藤

　
　原

　
　翔

　
　太

※
論
文
末
に
は
、
必
ず
所
属
が
入
り
ま
す
。（
原
稿
に
無
い
場
合
は
（
●
所
属
●
●
）
を
入
れ
て
、
所
属
を
記
入
し
て
も
ら
う
よ
う
メ
モ
を
付
け
て
校
正
出
し
）

※
論
文
要
旨
は
、
巻
末
に
ま
と
め
て
入
り
ま
す
。
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